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(57)【要約】
ビデオデータを復号するための例示的な方法は、ビデオ
データの現在のブロックとビデオデータの予測子ブロッ
クとの間の変位を表すブロックベクトルの成分の複数の
シンタックス要素（ＳＥ）を受信することと、成分（Ａ
ｂｓＶａｌcomp）の絶対値が０よりも大きいか否かを決
定するために第１のＳＥを復号することを少なくとも行
うことによって構成要素の値を決定するためにＳＥを復
号することと、ＡｂｓＶａｌcompが０よりも大きい場合
、ＡｂｓＶａｌcompがコードのセットの次数に基づくし
きい値よりも大きいかどうかを決定するために第２のＳ
Ｅを復号することと、ＡｂｓＶａｌcompがしきい値より
も大きい場合、コードのセットを使用して、ＡｂｓＶａ
ｌcompからコードのセットの次数に基づくオフセットを
減じたものを決定するために第３のＳＥを復号すること
と、ＡｂｓＶａｌcompが０よりも大きい場合、成分の値
の符号を決定するために第４のＳＥを復号することとを
含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号するための方法であって、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブ
ロックと、前記現在のブロックと前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデー
タの予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要
素のセットとを受信することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するために
シンタックス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス
要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、コードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値
からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを決定するためにシ
ンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを決定する
ためにシンタックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を復号することと
　を少なくとも行うことによって前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定するために
シンタックス要素の前記セットを復号することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値に基づいて、ビデオデータの前記予測子ブロ
ックを決定することと、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
基づいて、コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して
、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを決定するために前
記第３のシンタックス要素を復号することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　コードの前記セットが、前記次数の指数ゴロムコードのセットを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記次数が４である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　シンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素に基づいて、前記成分の最大
値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを決定することと、
　前記成分の前記値が前記成分の前記最大値に基づいて符号化されることに基づいて、
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　前記成分の前記最大値を決定することと、
　前記成分の前記値が、前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使
用して符号化されると決定することと、
　前記固定長コードを使用して前記成分の前記値を復号することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ブロックベクトルの前記成分に対応する前記複数のシンタックス要素を受信するこ
とが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する前記シンタックス要素の第１のセットを受
信することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する前記シンタックス要素の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法がワイヤレス通信デバイスによって実行可能である、ここにおいて、前記デバ
イスが、
　前記ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された前記ビデオデータを処理するための命令を実行するように構
成されるプロセッサと、
　前記符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリー
ムが、前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、請求項１３
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に記載の方法。
【請求項１５】
　ビデオデータを符号化するための方法であって、
　ビデオデータの現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号
化されたブロックからビデオデータの前記現在のブロックのための予測子ブロックを選択
することと、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと、ビデオデータの前記現在のブロックと前記予測子ブロックとの間の変位を
表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化することで
あって、少なくとも、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタック
ス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを示すシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス要素を符号
化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、コードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値
からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス
要素の前記セットの第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示すシン
タックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を符号化することと
　によって符号化することと
　を備える方法。
【請求項１６】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
基づいて、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すためにシンタッ
クス要素の前記セットの前記第３のシンタックス要素を生成することと、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化することを決定することと
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　コードの前記セットが、前記次数の指数ゴロムコードのセットを備える、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記次数が４である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１５に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記成分の最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化すべきかどうかを決定すること
と、
　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化することを決定することに
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応答して、
　　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素を生成することと、
　　前記成分の前記最大値を決定することと、
　　前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して前記成分の前
記値を符号化することと
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数のシンタックス要素を符号化することが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する第１の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する第２の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を符号化することをさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
符号化することをさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの現在のブロックに関連するデータを記憶するように構成されるメモリと
、
　１つまたは複数のプロセッサであって、
　　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのための
ブロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビ
デオデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオ
データの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値
よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに
応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値からコードの前記セットの前記次
数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３のシンタ
ックス要素を決定することと、
　　　　コードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化または復号
することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、



(6) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

前記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４の
シンタックス要素を決定することと
　　を行うように少なくとも前記プロセッサが構成されることによって前記ブロックベク
トルの前記成分の前記値を決定することと、
　　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの
前記現在のブロックを再構成することと
　を行うように構成される１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるデバイス。
【請求項２６】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
応答して、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すために前記第３
のシンタックス要素を決定することと
　を行うようにさらに構成される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つまたは複数のプ
ロセッサが、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第３
のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを符号化すること
　を行うように構成される、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２８】
　ビデオデータの前記現在のブロックをレンダリングするように構成されるディスプレイ
、
　ここにおいて、前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つ
または複数のプロセッサが、
　　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、
残差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第
３のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを受信すること
　を行うように構成される、
　をさらに備える、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２９】
　実行されたとき、ビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをデバイ
スの１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であ
って、前記命令は少なくとも、
　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブ
ロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビデ
オデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデ
ータの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定することと、ここにおいて、前記ブロック
ベクトルの前記成分の前記値を決定するように前記１つまたは複数のプロセッサにさせる
前記命令が、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシン
タックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに応
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答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値からコードの前記セットの前記次数
に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３のシンタッ
クス要素を決定することと、
　　　コードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化または復号す
ることを決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示す第４
のシンタックス要素を決定することと
　を前記デバイスの前記１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を備える、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　によってビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをさせる、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
応答して、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すために前記第３
のシンタックス要素を決定することと
　をさせる命令をさらに備える、請求項２９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本出願は、その内容全体が完全に参照により本明細書に組み込まれる、２０１
４年６月２０日に出願された米国仮出願第６２／０１５，２６９号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示は、ビデオコーディングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　デジタルビデオ能力は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロード
キャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラ
ップトップまたはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリー
ダー、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲー
ムデバイス、ビデオゲームコンソール、セルラー電話または衛星無線電話、いわゆる「ス
マートフォン」、ビデオ遠隔会議デバイス、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、
広範囲のデバイスに組み込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥ
Ｇ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４，Ｐａｒｔ１
０，アドバンストビデオコーディング（ＡＶＣ：Advanced Video Coding）、現在開発中
の高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ：High Efficiency Video Coding）規格によって
定義された規格、およびそのような規格の拡張に記載されているビデオ圧縮技法など、ビ
デオ圧縮技法を実施する。これらのビデオデバイスは、そのようなビデオ圧縮技法を実施
することによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送信し、受信し、符号化し、復号
し、および／または記憶し得る。
【０００４】
　[0004]　ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するた
めに空間的（イントラピクチャ）予測(spatial (intra-picture) prediction)および／ま
たは時間的（インターピクチャ）予測(temporal (inter-picture) prediction)を行う。
ブロックベースのビデオコーディングにおいて、ビデオスライス（すなわち、ビデオフレ
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ームまたはビデオフレームの一部）は複数のビデオブロックに区分され得、これらのビデ
オブロックは、ツリーブロック、コーディングユニット（ＣＵ：coding unit）および／
またはコーディングノードと呼ばれることもある。ピクチャのイントラコーディングされ
た（Ｉ）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照サンプ
ルに対する空間的予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコーディングされた
（ＰまたはＢ）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接ブロック中の参照
サンプルに対する空間的予測、または他の参照ピクチャ中の参照サンプルに対する時間的
予測を使用し得る。空間的予測または時間的予測は、コーディングされるべきブロックの
予測ブロックをもたらす。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブ
ロックとの間のピクセル差分を表す。インターコード化ブロックは、予測ブロックを形成
する参照サンプルのブロックを指す動きベクトルに従って符号化され、残差データは、コ
ード化ブロックと予測ブロックとの間の差分を示している。イントラコーディングされる
ブロックは、イントラコーディングモードと残差データとに従って符号化される。さらな
る圧縮のために、残差データは、ピクセル領域(pixel domain)から変換領域(transform d
omain)に変換されて残差変換係数(residual transform coefficients)をもたらすことが
でき、その残差変換係数が、次いで量子化され得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　一般に、本開示では、ビデオコーディング(video coding)のためのイントラ予
測(Intra-prediction)を行うための技法について説明する。より詳細には、本開示では、
イントラブロックコピーイング（Intra Block Copying）（イントラＢＣ）を容易にする
ための技法について説明する。イントラＢＣは、同じピクチャ内の予測ブロック(predict
ion block)に基づいて現在のビデオブロック(current video block)がコーディングされ
るイントラ予測技法を指す。同じピクチャ内の予測ブロックは、ブロックベクトル(block
 vector)と呼ばれることがあるベクトルによって識別される。いくつかの例において、予
測ブロック(prediction block)を識別するブロックベクトルは、符号化および復号され得
る複数のシンタックス要素(syntax elements)によって表され得る。いくつかの例におい
て、動きベクトル(motion vectors)をコーディングするために使用される同じシンタック
ス要素を使用してブロックベクトルを反対コーディングするので、ブロックベクトルは、
異なるシンタックス要素を使用してコーディングされ得る。
【０００６】
　[0006]　一例において、ビデオデータを復号するための方法は、符号化ビデオビットス
トリーム(encoded video bitstream)中で、ビデオデータの現在のブロック(a current bl
ock of video data)について、残差ブロック(residual block)と、現在のブロックと現在
のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの予測子ブロック(predictor block)と
の間の変位(displacement)を表すブロックベクトルの成分のシンタックス要素のセットと
を受信することを含む。この例において、本方法はまた、ブロックベクトルの成分の絶対
値が０よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素のセットの第１のシンタッ
クス要素を復号することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいことに基
づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセットの次数(an order of a set o
f codes)に基づくしきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素のセッ
トの第２のシンタックス要素を復号する(decoding)ことと、ブロックベクトルの成分の絶
対値がしきい値よりも大きいことに基づいて、コードのセットを使用して、ブロックベク
トルの成分の絶対値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを決定す
るために第３のシンタックス要素を復号することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が
０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正であるのか、または負
であるのかを決定するためにシンタックス要素のセットの第４のシンタックス要素を復号
することとを少なくとも行うことによってブロックベクトルの成分の値を決定するために
シンタックス要素のセットを復号することと、ブロックベクトルの成分の値に基づいて、
ビデオデータの予測子ブロックを決定することと、ビデオデータの予測子ブロックと残差
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ブロックとに基づいてビデオデータの現在のブロックを再構成する(reconstructing)こと
とを含む。
【０００７】
　[0007]　別の例において、ビデオデータを復号するためのデバイスは、符号化ビデオビ
ットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブロックと、現在の
ブロックと現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの予測子ブロックとの間
の変位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要素のセットとを受信するた
めの手段と、ブロックベクトルの成分の値を決定するためにシンタックス要素のセットを
復号するための手段と、ここにおいて、シンタックス要素のセットを復号するための手段
が、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するためにシンタッ
クス要素のセットの第１のシンタックス要素を復号するための手段と、ブロックベクトル
の成分の絶対値が０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコ
ードのセットの次数に基づくしきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス
要素のセットの第２のシンタックス要素を復号するための手段と、ブロックベクトルの成
分の絶対値がしきい値よりも大きいことに基づいて、コードのセットを使用して、ブロッ
クベクトルの成分の絶対値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを
決定するために第３のシンタックス要素を復号するための手段と、ブロックベクトルの成
分の絶対値が０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正であるの
か、または負であるのかを決定するためにシンタックス要素のセットの第４のシンタック
ス要素を復号することとを含む、を含む。この例において、デバイスはまた、ブロックベ
クトルの成分の値に基づいて、ビデオデータの予測子ブロックを決定するための手段と、
ビデオデータの予測子ブロックと残差ブロックとに基づいてビデオデータの現在のブロッ
クを再構成するための手段とを含む。
【０００８】
　[0008]　別の例において、ビデオデータを符号化するための方法は、ビデオデータの現
在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号化されたブロック(a
 plurality of previously encoded blocks of video data)からビデオデータの現在のブ
ロック(a current block of video data)のための予測子ブロックを選択することと、ブ
ロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセット
の第１のシンタックス要素を符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よ
りも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセットの次数に
基づくしきい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセットの第２のシンタック
ス要素を符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きいこ
とに基づいて、コードのセットを使用して、ブロックベクトルの成分の絶対値からコード
のセットの次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素のセットの第３
のシンタックス要素を符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大
きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正であるのか、または負であるのか
を示すシンタックス要素のセットの第４のシンタックス要素を符号化することとを少なく
とも行うことによって、符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロ
ックについて、残差ブロックと、ビデオデータの現在のブロックと予測子ブロックとの間
の変位を表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化す
ることとを含む。
【０００９】
　[0009]　別の例において、ビデオデータを符号化するためのデバイスは、ビデオデータ
の現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号化されたブロッ
クからビデオデータの現在のブロックのための予測子ブロックを選択するための手段と、
符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブロ
ックと、ビデオデータの現在のブロックと予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベ
クトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化するための手段と、ここに
おいて、残差ブロックとシンタックス要素のセットとを符号化するための手段が、ブロッ
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クベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセットの第
１のシンタックス要素を符号化するための手段と、ブロックベクトルの成分の絶対値が０
よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセットの次数
に基づくしきい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセットの第２のシンタッ
クス要素を符号化するための手段と、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも
大きいことに基づいて、コードのセットを使用して、ブロックベクトルの成分の絶対値か
らコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素のセッ
トの第３のシンタックス要素を符号化するための手段と、ブロックベクトルの成分の絶対
値が０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正であるのか、また
は負であるのかを示すシンタックス要素のセットの第４のシンタックス要素を符号化する
ための手段とを含む、を含む。
【００１０】
　[0010]　別の例において、ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスは、ビ
デオデータの現在のブロックに関連するデータを記憶するように構成されるメモリと、１
つまたは複数のプロセッサとを含む。この例において、１つまたは複数のプロセッサは、
イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブロ
ックベクトルを決定することと、ここにおいて、ブロックベクトルの成分が、ビデオデー
タの現在のブロックと、現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの予測子ブ
ロックとの間の変位を表す、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを
示す第１のシンタックス要素を決定することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よ
りも大きいことに応答して、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセットの次数に
基づくしきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、ブ
ロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きいことに応答して、ブロックベクト
ルの成分の絶対値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを示すシン
タックス要素のセットの第３のシンタックス要素を決定することと、コードのセットを使
用して第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、ブロック
ベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいことに応答して、ブロックベクトルの成分の値
が正であるのか、または負であるのかを示す第４のシンタックス要素を決定することとを
行うように少なくともプロセッサが構成されることによってブロックベクトルの成分の値
を決定することと、ビデオデータの予測子ブロックと残差ブロックとに基づいてビデオデ
ータの現在のブロックを再構成することとを行うように構成される。
【００１１】
　[0011]　別の例において、コンピュータ可読記憶媒体は、実行されたとき、デバイスの
１つまたは複数のプロセッサに、イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデー
タの現在のブロックのためのブロックベクトルを決定することと、ここにおいて、ブロッ
クベクトルの成分が、ビデオデータの現在のブロックと、現在のブロックが常駐するピク
チャ中のビデオデータの予測子ブロックとの間の変位を表す、ブロックベクトルの成分の
値を決定することと、ここにおいて、ブロックベクトルの成分の値を決定することを１つ
または複数のプロセッサにさせる命令が、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大
きいか否かを示す第１のシンタックス要素を決定することと、ブロックベクトルの成分の
絶対値が０よりも大きいことに応答して、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセ
ットの次数に基づくしきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定す
ることと、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きいことに応答して、ブ
ロックベクトルの成分の絶対値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたも
のを示すシンタックス要素のセットの第３のシンタックス要素を決定することと、コード
のセットを使用して第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定すること
と、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいことに応答して、ブロックベクト
ルの成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４のシンタックス要素を決定
することとをデバイスの１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を備える、ビデオデー
タの予測子ブロックと残差ブロックとに基づいてビデオデータの現在のブロックを再構成
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することとを少なくとも行うことによって、ビデオデータの現在のブロックを符号化また
は復号することをさせる命令を記憶する。
【００１２】
　[0012]　本開示の１つまたは複数の態様の詳細について、添付の図面および以下の説明
に記載する。本開示で説明される技法の他の特徴、目的、および利点は、これらの説明お
よび図面から、並びに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本開示で説明する技法を利用し得る例示的なビデオ符号化および復号システムを
示すブロック図である。
【図２】本開示で説明する技法を実施し得る例示的なビデオエンコーダを示すブロック図
である。
【図３】本開示で説明する技法を実施し得る例示的なビデオデコーダを示すブロック図で
ある。
【図４】イントラブロックコピーイング（ＢＣ）技法を示す概念図である。
【図５】本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測子ブロック
を識別するブロックベクトルを復号するためのビデオデコーダの例示的な動作を示す流れ
図である。
【図６】本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測子ブロック
を識別するブロックベクトルを復号するためのビデオデコーダの例示的な動作のさらなる
詳細を示す流れ図である。
【図７】本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測子ブロック
を識別するブロックベクトルを符号化するためのビデオエンコーダの例示的な動作を示す
流れ図である。
【図８】本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測子ブロック
を識別するブロックベクトルを符号化するためのビデオエンコーダの例示的な動作のさら
なる詳細を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0021]　ビデオシーケンスは、一般に、ピクチャのシーケンスとして表される。一般に
、ブロックベースのコーディング技法は、個々のピクチャの各々をコーディングするため
に使用される。すなわち、各ピクチャはブロックに分割され、ブロックの各々は個別にコ
ーディングされる。ビデオデータのブロックをコーディングすることは、一般に、ブロッ
ク中のピクセルの予測値を形成することと、残差値をコーディングすることとを伴う。予
測値は、１つまたは複数の予測ブロック中のピクセルサンプルを使用して形成される。残
差値は、元のブロックのピクセルと予測されたピクセル値との間の差を表す。詳細には、
ビデオデータの元のブロックはピクセル値のアレイを含み、予測ブロックは予測ピクセル
値のアレイを含む。残差値は、元のブロックのピクセル値と予測ピクセル値との間のピク
セルごとの差を表す。
【００１５】
　[0022]　ビデオデータのブロックのための予測技法は、一般に、イントラ予測およびイ
ンター予測としてカテゴリー分類される。イントラ予測、または空間的予測は、一般に、
同じピクチャ中の隣接する、前にコーディングされたブロックのピクセル値からブロック
を予測することを伴う。インター予測、または時間的予測は、一般に、１つまたは複数の
前にコーディングされたピクチャのピクセル値からブロックを予測することを伴う。
【００１６】
　[0023]　リモートデスクトップ、リモートゲーミング、ワイヤレスディスプレイ、自動
車インフォテインメント、クラウドコンピューティングなどの多数のアプリケーションが
日常的に使用されつつある。これらのアプリケーションにおけるビデオコンテンツは、通
常、自然コンテンツ、テキスト、人工グラフィックスなどの組合せである。テキスト領域
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および人工グラフィックス領域では、（文字、アイコン、シンボルなどの）繰返しパター
ンが存在することが多い。イントラブロックコピーイング（ＢＣ）は、ビデオコーダがそ
のような冗長性を除去し、イントラピクチャコーディング効率を改善することを可能にし
得る技法である。いくつかの事例において、イントラＢＣは、代替的に、イントラ動き補
償（ＭＣ）と呼ばれることがある。
【００１７】
　[0024]　イントラＢＣ技法を使用してビデオデータの現在のブロックを予測するために
、ビデオコーダは、ビデオデータの現在のブロックと同じピクチャ内にあるビデオデータ
の予測ブロック（すなわち、前にコーディングされたビデオデータのブロック）を識別す
るブロックベクトルを決定し得る。一例として、ビデオエンコーダは、ビデオデータの現
在のブロックに厳密に一致することがわかる前にコーディングされたビデオデータのブロ
ックとして予測ブロックを選択し、現在のブロックに対する予測ブロックの位置を示すブ
ロックベクトルの値を決定し、ブロックベクトルの値の表現を符号化し得る。別の例とし
て、ビデオデコーダは、現在のブロックに対する予測ブロックの位置を示すブロックベク
トルの値の符号化表現を受信し、ブロックベクトルの値を決定するために表現を復号し得
る。
【００１８】
　[0025]　いくつかの例において、シンタックス要素によって表されるブロックベクトル
の成分の値は、成分の実測値であり得る。例えば、ブロックベクトルの成分の値が－７で
ある例において、その成分の実測値は－７であり得る。いくつかの例において、シンタッ
クス要素によって表されるブロックベクトルの成分の値は、成分の予測子（例えば、デフ
ォルト値、成分の前の値、隣接ブロックからの成分の値）と成分の実測値との間の差に対
応する成分の差分値であり得る。差分値は、ブロックベクトル差分（ＢＶＤ：block vect
or difference）と呼ばれることがある。いくつかの例において、ビデオエンコーダは、
成分の予測子から成分の実測値を減算することによって成分の差分値を決定し得る。同様
に、いくつかの例において、ビデオデコーダは、成分の予測子に成分の差分値を加算する
ことによって成分の実測値を決定し得る。
【００１９】
　[0026]　いくつかの例において、単に、圧縮なしにブロックベクトルの値を符号化する
のでなく、ビデオエンコーダは、ブロックベクトルの値を集合的に表す複数のシンタック
ス要素を生成することによってブロックベクトルの値を符号化するための圧縮方式を実施
し得、ビデオデコーダは、ブロックベクトルの値に複数のシンタックス要素を復号する相
補型圧縮方式を実施し得る。前のＨＥＶＣ範囲拡張規格のドラフトにおいてなど、いくつ
かの例では、Ｆｌｙｎｎ等、「Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉ
ｎｇ（ＨＥＶＣ）Ｒａｎｇｅ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ　ｔｅｘｔ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔ
ｉｏｎ：Ｄｒａｆｔ６」、文献：ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５＿ｖ１、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６
　ＷＰ３とＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１とのＪＣＴ－ＶＣ、第１６回
会合：米国サンノゼ、２０１４年１月９～１７日（以下、「ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５」）
に記載されているように、イントラＢＣのためのベクトル（例えば、ブロックベクトル）
は、ＨＥＶＣにおける動きベクトル差分（ＭＶＤ：motion vector difference）コーディ
ング方法を使用して符号化され得る。
【００２０】
　[0027]　ＨＥＶＣにおけるＭＶＤコーディング方法では（ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５に記
載されているように）、ＭＶＤは、ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇ、ａｂ
ｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１＿ｆｌａｇ、ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｍｉｎｕｓ２、およびｍｖ
ｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇの４つのシンタックス要素を使用してコーディングされる。シン
タックス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの絶対値が０より
も大きいかどうかを示し、１の長さをもつ固定長コードを使用して符号化される。シンタ
ックス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの絶対値が１よりも
大きいかどうかを示し、１の長さをもつ固定長コードを使用して符号化される。シンタッ
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クス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｍｉｎｕｓ２は、ＭＶＤの絶対値から２を減じたものを示し、
１次指数ゴロムコード(first order exponential golomb codes)を使用して符号化される
。シンタックス要素ｍｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの値が正であるのか、または
負であるのかを示し、１の長さをもつ固定長コードを使用して符号化される。
【００２１】
　[0028]　但し、イントラＢＣブロックベクトルフィールドの従来のインター動きベクト
ルフィールドとは異なる特性により、このコーディング方法は効率的でないことがある。
例えば、ＢＶＤ値の分布は、ほぼ平坦で、ＢＶＤ値が増加するにつれて緩やかに減少する
ことが観測されるが、ＭＶＤ値の分布は、ＭＶＤ値が増加するにつれて、迅速に低下する
。いくつかの例では、ＢＶが、パターンマッチングを使用して決定されるが、ＭＶが、時
間的マッチングを使用して決定されるので、ＢＶＤ値とＭＶＤ値との異なる分布が生じる
。
【００２２】
　[0029]　上記で説明したＨＥＶＣにおけるＭＶＤコーディング方法は、大部分のＭＶＤ
値が０と５との間にあるので、ＭＶＤ値に好適である。特に、低次の指数ゴロムコードが
より小さい値を符号化するのにより適しているので、ＭＶＤの絶対値から２を減じたもの
をコーディングするのに１次指数ゴロムコードが好適である。しかしながら、ＢＶＤ値は
、一般に、あまりクラスタ化されておらず、ＢＶＤの値は、一般に、ＭＶＤの値よりも大
きい。例えば、ＢＶＤの値は、０からピクチャサイズ（例えば、５００）ほどまでの範囲
にあり得る。従って、ビデオエンコーダが、ＢＶＤ値の分布を利用する圧縮方式を実施す
ることが望ましいことがある。
【００２３】
　[0030]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオコーダは、ＢＶＤの平坦な分
布を利用する圧縮方式を実施し得る。例えば、ビデオコーダは、ＢＶＤの値を表すために
高次指数ゴロムコードなどの高次コードを使用する圧縮方式を実施し得る。例えば、ビデ
オコーダは、ＢＶＤの絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタックス要素をコーディ
ングすることによってＢＶＤの値をコーディングし得る。ＢＶＤの絶対値が０よりも大き
い場合、ビデオコーダは、ＢＶＤの絶対値が、指数ゴロムコードのセットなどのコードの
セットの次数に基づき得るしきい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素をコーデ
ィングし得る。以下で説明するように、いくつかの例において、コードのセットは、ＢＶ
Ｄの絶対値の表現を符号化するために使用され得る。いくつかの例において、コードのセ
ットの次数は、４など、比較的高くなり得るが、コードの他の次数が使用され得る（例え
ば、１、２、３、または５）。いくつかの例において、しきい値は、コードの次数だけ左
シフトされた数１（例えば、１＜＜次数）であり得る。いくつかの例において、コードの
次数は所定のものであり得る。他の例において、ビデオコーダは、次数を示すシンタック
ス要素をコーディングし得る。
【００２４】
　[0031]　ＢＶＤの絶対値がしきい値よりも大きい場合、ビデオコーダは、コードのセッ
トを使用して、ＢＶＤの絶対値からコードのセットの次数に基づき得るオフセットを減じ
たものを示すシンタックス要素をコーディングし得る。いくつかの例において、オフセッ
トは、しきい値から１を減じたもの（例えば、オフセット＝しきい値－１）であり得る。
ＢＶＤの絶対値がしきい値よりも大きくない場合、ビデオコーダは、コードのセットの次
数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、ＢＶＤの絶対値から１を減じたものを
示すシンタックス要素をコーディングし得る。さらに、ＢＶＤの絶対値が０よりも大きい
場合、ビデオコーダは、ＢＶＤの値が正であるのか、または負であるのかを示す第４のシ
ンタックス要素をコーディングし得る。このようにして、ビデオコーダは、ブロックベク
トルをコーディングするために使用されるデータの量を低減し得る。
【００２５】
　[0032]　いくつかの例において、ブロックベクトルは、複数の成分を有し得る。例えば
、ブロックベクトルは、水平成分（ｘ）と垂直成分（ｙ）とを有し得る。従って、いくつ
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かの例において、ビデオエンコーダは、ブロックベクトルのそれぞれの成分の値を集合的
に表すそれぞれの複数のシンタックス要素を生成することによって、ブロックベクトルの
それぞれの構成要素の値を符号化し得、ビデオデコーダは、複数のシンタックス要素をブ
ロックベクトルの成分のそれぞれの値に復号するために相補型圧縮方式を実施し得る。
【００２６】
　[0033]　図１は、ビデオデータをフィルタ処理するための技法を利用し得る例示的なビ
デオ符号化および復号システム１０を示すブロック図である。図１に示すように、システ
ム１０は、宛先デバイス１４によって後で復号されるべき符号化ビデオデータを与えるソ
ースデバイス１２を含む。特に、ソースデバイス１２は、コンピュータ可読媒体１６を介
して宛先デバイス１４にビデオデータを与える。ソースデバイス１２および宛先デバイス
１４は、デスクトップコンピュータ、ノートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンな
どの電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプ
レイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミ
ングデバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスのいずれかを備え得る。場合によって
は、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、ワイヤレス通信のために装備され得
る。
【００２７】
　[0034]　宛先デバイス１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して復号されるべき符号
化ビデオデータを受信し得る。コンピュータ可読媒体１６は、ソースデバイス１２から宛
先デバイス１４に符号化ビデオデータを移動させることが可能な任意のタイプの媒体また
はデバイスを備え得る。一例において、コンピュータ可読媒体１６は、ソースデバイス１
２が符号化ビデオデータを宛先デバイス１４にリアルタイムで直接送信することを可能に
するための通信媒体を備え得る。符号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなど
の通信規格に従って変調され、宛先デバイス１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波
数（ＲＦ）スペクトルまたは１つもしくは複数の物理伝送線路など、任意のワイヤレスま
たはワイヤード通信媒体を備え得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイド
エリアネットワーク、またはインターネットなどのグローバルネットワークなど、パケッ
トベースネットワークの一部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、ま
たはソースデバイス１２から宛先デバイス１４への通信を可能にするために有用であり得
る任意の他の機器を含み得る。
【００２８】
　[0035]　いくつかの例において、符号化データは、出力インターフェース２２からスト
レージデバイス３２に出力され得る。同様に、符号化データは、入力インターフェースに
よってストレージデバイス３２からアクセスされ得る。ストレージデバイス３２は、ハー
ドドライブ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュ
メモリ、揮発性または不揮発性メモリ、あるいは符号化ビデオデータを記憶するための任
意の他の好適なデジタル記憶媒体など、様々な分散されたまたはローカルにアクセスされ
るデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。さらなる一例において、ストレージデバイス３
２は、ソースデバイス１２によって生成された符号化されたビデオを記憶できるファイル
サーバまたは別の中間ストレージデバイスに対応し得る。
【００２９】
　[0036]　宛先デバイス１４は、ストリーミングまたはダウンロードを介して、ストレー
ジデバイス３２から、記憶されたビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符
号化されたビデオデータを記憶することと、その符号化されたビデオデータを宛先デバイ
ス１４に送信することとが可能な任意のタイプのサーバであり得る。例示的なファイルサ
ーバは、（例えば、ウェブサイトのための）ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク
アタッチストレージ（ＮＡＳ）デバイス、またはローカルディスクドライブを含む。宛先
デバイス１４は、インターネット接続を含む任意の標準的なデータ接続を通して符号化ビ
デオデータにアクセスし得る。これは、ワイヤレスチャネル（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録
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商標）接続）、有線接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブルモデムなど）、または、ファイルサ
ーバに記憶された符号化されたビデオデータにアクセスするのに適した、両方の組合せを
含み得る。ストレージデバイス３２からの符号化されたビデオデータの送信は、ストリー
ミング送信、ダウンロード送信、またはそれらの組合せであり得る。
【００３０】
　[0037]　本開示の技法は、ワイヤレスの適用例または設定に必ずしも限定されるとは限
らない。本技法は、オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星
テレビジョン送信、動的適応ストリーミングオーバーＨＴＴＰ（ＤＡＳＨ）などのインタ
ーネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化されたデジタルビデオ、
データ記憶媒体上に記憶されたデジタルビデオの復号、または他の適用例など、様々なマ
ルチメディア適用例のいずれかをサポートするビデオコーディングに適用され得る。いく
つかの例において、システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロー
ドキャスティング、および／またはビデオテレフォニーなどの適用例をサポートするため
に一方向または双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００３１】
　[0038]　図１の例において、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオエン
コーダ２０と、出力インターフェース２２とを含む。宛先デバイス１４は、入力インター
フェース２８と、ビデオデコーダ３０と、ディスプレイデバイス３１とを含む。本開示に
よれば、ソースデバイス１２のビデオエンコーダ２０は、ビデオコーディング(video cod
ing)における変換を行うための技法を適用するように構成され得る。他の例において、ソ
ースデバイスおよび宛先デバイスは他の構成要素または構成を含み得る。例えば、ソース
デバイス１２は、外部カメラなど、外部ビデオソース１８からビデオデータを受信し得る
。同様に、宛先デバイス１４は、内蔵ディスプレイデバイスを含むのでなく、外部ディス
プレイデバイスとインターフェースし得る。
【００３２】
　[0039]　図１の図示のシステム１０は一例にすぎない。ビデオコーディングにおいてイ
ントラＢＣを行うための技法は、任意のデジタルビデオ符号化および／または復号デバイ
ス(digital video encoding and/or decoding device)によって行われ得る。ソースデバ
イス１２および宛先デバイス１４は、ソースデバイス１２が宛先デバイス１４への送信の
ためにコード化ビデオデータを生成するようなコーディングデバイスの例にすぎない。い
くつかの例において、デバイス１２、１４は、デバイス１２、１４の各々がビデオ符号化
構成要素とビデオ復号構成要素(video encoding and decoding components)とを含むよう
に、実質的に対称的に動作し得る。従って、システム１０は、例えば、ビデオストリーミ
ング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、またはビデオテレフォニーのために
、ビデオデバイス１２とビデオデバイス１４との間で一方向または双方向のビデオ送信を
サポートし得る。
【００３３】
　[0040]　ソースデバイス１２のビデオソース１８は、ビデオカメラ、以前にキャプチャ
されたビデオを含むビデオアーカイブ、および／またはビデオコンテンツプロバイダから
ビデオを受信するためのビデオフィードインターフェースなどの、ビデオキャプチャデバ
イスを含み得る。さらなる代替として、ビデオソース１８は、ソースビデオとしてのコン
ピュータグラフィックスベースのデータ、またはライブビデオとアーカイブビデオとコン
ピュータ生成ビデオとの組合せを生成し得る。場合によっては、ビデオソース１８がビデ
オカメラである場合、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４はいわゆるカメラフォ
ンまたはビデオフォンを形成し得る。しかしながら、上述のように、本開示で説明する技
法は、一般にビデオコーディングに適用可能であり得、ワイヤレスおよび／またはワイヤ
ード適用例に適用され得る。各場合において、キャプチャされたビデオ、以前にキャプチ
ャされたビデオ、またはコンピュータ生成ビデオは、ビデオエンコーダ２０によって符号
化され得る。符号化ビデオ情報は、次いで、出力インターフェース２２によってコンピュ
ータ可読媒体１６上に出力され得る。
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【００３４】
　[0041]　コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャストまたはワイヤード
ネットワーク送信などの一時媒体、あるいはハードディスク、フラッシュドライブ、コン
パクトディスク、デジタルビデオディスク、Ｂｌｕ－ｒａｙディスク、または他のコンピ
ュータ可読媒体などの記憶媒体（すなわち、非一時的記憶媒体）を含み得る。いくつかの
例において、ネットワークサーバ（図示せず）は、ソースデバイス１２から符号化ビデオ
データを受信し、例えば、ネットワーク送信を介して、その符号化ビデオデータを宛先デ
バイス１４に与え得る。同様に、ディスクスタンピング設備などの媒体製造設備のコンピ
ューティングデバイスは、ソースデバイス１２から符号化ビデオデータを受信し、その符
号化ビデオデータを含んでいるディスクを製造し得る。従って、コンピュータ可読媒体１
６は、様々な例において、様々な形態の１つまたは複数のコンピュータ可読媒体を含むこ
とが理解され得る。
【００３５】
　[0042]　宛先デバイス１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ可読媒体１６
から情報を受信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ブロックおよび他のコーディ
ングされたユニット、例えば、ＧＯＰの特性および／または処理を記述するシンタックス
要素を含む、ビデオエンコーダ２０によって定義されビデオデコーダ３０によっても使用
される、シンタックス情報を含み得る。ディスプレイデバイス３１は、復号されたビデオ
データをユーザに表示し、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ、有機発
光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスのよ
うな、種々のディスプレイデバイスのいずれかを備え得る。
【００３６】
　[0043]　ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はそれぞれ、適用可能なとき
、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、離散
論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せ
などの、様々な好適なエンコーダまたはデコーダ回路のいずれかとして実施され得る。本
技法が部分的にソフトウェアで実施されるとき、デバイスは、好適な非一時的コンピュー
タ可読媒体にソフトウェアの命令を記憶し、１つまたは複数のプロセッサを使用してその
命令をハードウェアで実行して、本開示の技法を行い得る。ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０の各々は、１つもしくは複数のエンコーダまたはデコーダ内に含まれ
得、そのいずれも複合ビデオエンコーダ／デコーダ（コーデック）の一部として統合され
得る。ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０を含むデバイスは、集積
回路、マイクロプロセッサ、および／またはセルラー電話などのワイヤレス通信デバイス
を備え得る。
【００３７】
　[0044]　図１には示されていないが、いくつかの態様において、ビデオエンコーダ２０
およびビデオデコーダ３０は、それぞれ、オーディオエンコーダおよびデコーダと統合さ
れ得、共通のデータストリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの
両方の符号化を処理するために、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、または他のハード
ウェアおよびソフトウェアを含み得る。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットは
ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、またはユーザデータグラムプロトコル（
ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠し得る。
【００３８】
　[0045]　本開示では、一般に、ビデオエンコーダ２０が、ある情報をビデオデコーダ３
０などの別のデバイスに「シグナリング」することに言及することがある。しかしながら
、ビデオエンコーダ２０は、いくつかのシンタックス要素をビデオデータの様々な符号化
部分に関連付けることによって情報をシグナリングできることを理解されたい。すなわち
、ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータの様々な符号化された部分のヘッダに、あるシ
ンタックス要素を格納することによって、データを「シグナリング」し得る。いくつかの
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場合には、そのようなシンタックス要素は、ビデオデコーダ３０によって受信され復号さ
れる前に、符号化され記憶され（例えば、ストレージデバイス３２に記憶され）得る。従
って、「シグナリング」という用語は全般に、圧縮されたビデオデータを復号するための
シンタックスまたは他のデータの通信を、そのような通信がリアルタイムで発生するかほ
ぼリアルタイムで発生するかある期間にわたって発生するかにかかわらず指すことがあり
、ある期間にわたる通信は、シンタックス要素を符号化の時点で媒体に記憶し、次いで、
シンタックス要素がこの媒体に記憶された後の任意の時点で復号デバイスによって取り出
され得るときに、発生し得る。
【００３９】
　[0046]　ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、Ｊｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａ
ｂｏｒａｔｉｏｎ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）並びに
ＩＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）およ
びＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰ
ＥＧ）のＪｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　３Ｄ　Ｖｉｄｅｏ
　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ（ＪＣＴ－３Ｖ）によっ
て最近開発された、それの範囲拡張、マルチビュー拡張（ＭＶ－ＨＥＶＣ）およびスケー
ラブル拡張（ＳＨＶＣ）を含む、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）またはＩＴＵ－
Ｔ　Ｈ．２６５規格などのビデオ圧縮規格に従って動作し得る。ＨＥＶＣのバージョン１
は、２０１３年１月２５日に画定され、仕様は、２０１３年４月１３日に規格として公式
に承認され、ｗｗｗ．ｉｔｕ．ｉｎｔ／ｒｅｃ／Ｔ－ＲＥＣ－Ｈ．２６５－２０１３０４
－Ｓ／ｅｎから入手可能である。最新のＨＥＶＣドラフト仕様は、ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ
－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／１５＿Ｇ
ｅｎｅｖａ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００３－ｖ１．ｚｉｐから入手可能である。
【００４０】
　[0047]　本開示の技法は、いかなる特定のコーディング規格にも限定されないが、本技
法は、ＨＥＶＣ規格、特に、画面コンテンツコーディング（ＳＣＣ）などのＨＥＶＣ範囲
拡張に関係し得る。ＨＥＶＣの規格化の取組みは、ＨＥＶＣテストモデル（ＨＭ：HEVC T
est Model）と呼ばれるビデオコーディングデバイスのモデルに基づく。ＨＭは、例えば
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣに従う既存のデバイスに対する、ビデオコーディングデ
バイスの複数の追加能力を仮定する。例えば、Ｈ．２６４は９つのイントラ予測符号化モ
ードを与えるが、ＨＭは３５個ものイントラ予測符号化モードを与え得る。
【００４１】
　[0048]　一般に、ＨＭの作業モデルは、ビデオピクチャが、ルーマサンプルとクロマサ
ンプルの両方を含む、一連のツリーブロックまたは最大コーディングユニット（ＬＣＵ）
に分割され得ることを記述する。ビットストリーム内のシンタックスデータは、ピクセル
の数の点で最大のコーディングユニットであるＬＣＵにとってのサイズを定義し得る。ス
ライスは、いくつかの連続するコーディングツリーユニット（ＣＴＵ）を含む。ＣＴＵの
各々は、ルーマサンプルのコーディングツリーブロックと、クロマサンプルの２つの対応
するコーディングツリーブロックと、それらのコーディングツリーブロックのサンプルを
コーディングするために使用されるシンタックス構造とを備え得る。モノクロームピクチ
ャまたは３つの別個の色平面を有するピクチャにおいて、ＣＴＵは、単一のコーディング
ツリーブロックと、そのコーディングツリーブロックのサンプルをコーディングするため
に使用されるシンタックス構造とを備え得る。
【００４２】
　[0049]　ビデオピクチャは、１つまたは複数のスライスに区分され得る。各ツリーブロ
ックは、４分木に従ってコーディングユニット（ＣＵ）に分割され得る。一般に、４分木
データ構造はＣＵごとに１つのノードを含み、ルートノードはツリーブロックに対応する
。ＣＵが４つのサブＣＵに分割される場合、ＣＵに対応するノードは４つのリーフノード
を含み、それらの各々はサブＣＵのうちの１つに対応する。ＣＵは、ルーマサンプルアレ
イとＣｂサンプルアレイとＣｒサンプルアレイとを有するピクチャのルーマサンプルのコ
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ーディングブロックと、そのピクチャのクロマサンプルの２つの対応するコーディングブ
ロックと、それらのコーディングブロックのサンプルをコーディングするために使用され
るシンタックス構造とを備え得る。３つの別個の色平面を有するモノクロームピクチャま
たはピクチャにおいて、ＣＵは、単一のコーディングブロックと、そのコーディングブロ
ックのサンプルをコーディングするために使用されるシンタックス構造とを備え得る。コ
ーディングブロックはサンプルのＮ×Ｎブロックである。
【００４３】
　[0050]　４分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵについてのシンタックスデータ
を与え得る。例えば、４分木内のノードは、そのノードに対応するＣＵがサブＣＵに分割
されるか否かを示す分割フラグを含み得る。ＣＵのシンタックス要素は、再帰的に定義さ
れ得、ＣＵがサブＣＵに分割されるか否かに依存し得る。ＣＵがこれ以上分割されない場
合、そのＣＵはリーフＣＵと呼ばれる。本開示では、元のリーフＣＵの明示的分割が存在
しない場合でも、リーフＣＵの４つのサブＣＵをリーフＣＵとも呼ぶ。例えば、１６×１
６サイズのＣＵがさらに分割されない場合、この１６×１６ＣＵが決して分割されなくて
も、４つの８×８サブＣＵをリーフＣＵとも呼ぶ。
【００４４】
　[0051]　ＨＥＶＣ規格におけるＣＵは、Ｈ．２６４規格のマクロブロックのＣＵと同様
の目的を有する。但し、ＣＵは、サイズの差異を有しない。例えば、ツリーブロックは、
（サブＣＵとも呼ばれる）４つの子ノードに分割され得、各子ノードは、今度は親ノード
となり、別の４つの子ノードに分割され得る。４分木のリーフノードと呼ばれる、最後の
分割されていない子ノードは、リーフＣＵとも呼ばれるコーディングノードを備える。コ
ーディングされたビットストリームに関連するシンタックスデータは、最大ＣＵ深度と呼
ばれる、ツリーブロックが分割され得る最大回数を定義し得、コーディングノードの最小
サイズを定義し得る。従って、ビットストリームはまた、最小コーディングユニット（Ｓ
ＣＵ：smallest coding unit）を定義し得る。本開示では、「ブロック」という用語を、
ＨＥＶＣのコンテキストにおいてＣＵ、ＰＵ、またはＴＵのうちのいずれかを、または他
の規格のコンテキストにおいて類似のデータ構造（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣのマクロ
ブロックおよびそのサブブロック）を指すために使用する。
【００４５】
　[0052]　ＣＵは、コーディングノードと、そのコーディングノードに関連する予測ユニ
ット（ＰＵ：prediction unit）および変換ユニット（ＴＵ：transform unit）とを含む
。ＣＵのサイズは、コーディングノードのサイズに対応し、形状が正方形でなければなら
ない。ＣＵのサイズは、８×８ピクセルから最大６４×６４以上のピクセルをもつツリー
ブロックのサイズまでに及び得る。各ＣＵは、１つまたは複数のＰＵと、１つまたは複数
のＴＵとを含み得る。
【００４６】
　[0053]　一般に、ＰＵは、対応するＣＵの全てまたは一部分に対応する空間エリアを表
し、そのＰＵの参照サンプルを取り出すためのデータを含み得る。さらに、ＰＵは、予測
に関するデータを含む。例えば、ＰＵがイントラモード符号化されるとき、ＰＵについて
のデータは、残差４分木（ＲＱＴ）中に含まれ得、残差４分木は、ＰＵに対応するＴＵに
ついてのイントラ予測モードを記述するデータを含み得る。別の例として、ＰＵがインタ
ーモードで符号化されるとき、ＰＵは、ＰＵのための１つまたは複数の動きベクトルを定
義するデータを含み得る。予測ブロックは、同じ予測が適用されるサンプルの矩形（すな
わち、正方形または非正方形）ブロックであり得る。ＣＵのＰＵは、ルーマサンプルの１
つの予測ブロックと、ピクチャのクロマサンプルの２つの対応する予測ブロックと、予測
ブロックサンプルを予測するために使用されるシンタックス構造とを備え得る。モノクロ
ームピクチャまたは３つの別個の色平面を有するピクチャにおいて、ＰＵは、単一の予測
ブロックと、予測ブロックサンプルを予測するために使用されるシンタックス構造とを備
え得る。
【００４７】
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　[0054]　ＴＵは、変換、例えば、残差ビデオデータへの離散コサイン変換（ＤＣＴ）、
整数変換、ウェーブレット変換、または概念的に同様の変換の適用後に、変換領域におい
て係数を含み得る。残差データは、符号化されていないピクチャのピクセルと、ＰＵに対
応する予測値との間のピクセル差分に対応し得る。ビデオエンコーダ２０は、ＣＵについ
ての残差データを含むＴＵを形成し、次いで、ＣＵの変換係数を生成するためにＴＵを変
換し得る。変換ブロックは、同じ変換が適用されるサンプルの矩形ブロックであってもよ
い。ＣＵの変換ユニット（ＴＵ）は、ルーマサンプルの変換ブロックと、クロマサンプル
の２つの対応する変換ブロックと、それらの変換ブロックサンプルを変換するために使用
されるシンタックス構造とを備え得る。モノクロームピクチャまたは３つの別個の色平面
を有するピクチャにおいて、ＴＵは、単一の変換ブロックと、変換ブロックサンプルを変
換するために使用されるシンタックス構造とを備え得る。
【００４８】
　[0055]　変換の後、ビデオエンコーダ２０は、変換係数の量子化を行い得る。量子化は
、一般に、係数を表すために使用されるデータの量をできるだけ低減するために変換係数
が量子化され、さらなる圧縮を行うプロセスを指す。量子化プロセスは、係数の一部また
は全部に関連するビット深度を低減し得る。例えば、量子化中にｎビット値がｍビット値
に切り捨てられ得、ここで、ｎはｍよりも大きい。
【００４９】
　[0056]　ビデオエンコーダ２０は、変換係数を走査して、量子化変換係数を含む２次元
行列から１次元ベクトルを生成し得る。走査は、より高いエネルギー（従って、より低い
周波数）の係数をアレイの前方に配置し、より低いエネルギー（従って、より高い周波数
）の係数をアレイの後方に配置するように設計され得る。いくつかの例において、ビデオ
エンコーダ２０は、エントロピー符号化され得るシリアル化ベクトルを生成するために、
量子化変換係数を走査するためにあらかじめ定義された走査順序を利用し得る。他の例に
おいて、ビデオエンコーダ２０は、適応走査を行い得る。
【００５０】
　[0057]　量子化変換係数を走査して１次元ベクトルを形成した後に、ビデオエンコーダ
２０は、例えば、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ：context-adapti
ve variable length coding）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢ
ＡＣ：context-adaptive binary arithmetic coding）、シンタックスベースコンテキス
ト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ：syntax-based context-adaptive binary
 arithmetic coding）、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ：Probability Interval P
artitioning Entropy）コーディング、または別のエントロピー符号化方法に従って、１
次元ベクトルをエントロピー符号化し得る。ビデオエンコーダ２０はまた、ビデオデータ
を復号する際にビデオデコーダ３０によって使用するための、符号化ビデオデータに関連
付けられたシンタックス要素をエントロピー符号化し得る。
【００５１】
　[0058]　ビデオエンコーダ２０は、さらに、ブロックベースのシンタックスデータ、ピ
クチャベースのシンタックスデータ、およびピクチャグループ（ＧＯＰ：group of pictu
res）ベースのシンタックスデータなどのシンタックスデータを、例えば、ピクチャヘッ
ダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ、またはＧＯＰヘッダ中でビデオデコーダ３０に送
り得る。ＧＯＰシンタックスデータは、それぞれのＧＯＰ中のピクチャの数を記述し得、
ピクチャシンタックスデータは、対応するピクチャを符号化するために使用される符号化
／予測モードを示し得る。
【００５２】
　[0059]　ビデオデコーダ３０は、コーディングされたビデオデータを取得すると、ビデ
オエンコーダ２０に関して説明した符号化パスとは一般に相反的な復号パスを行い得る。
例えば、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号化ビデオスライスのビ
デオブロックと、関連するシンタックス要素とを表す符号化ビデオビットストリームを取
得し得る。ビデオデコーダ３０は、ビットストリーム内に含まれたデータを使用して、元
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の符号化されていないビデオシーケンスを再構成し得る。
【００５３】
　[0060]　リモートデスクトップ、リモートゲーミング、ワイヤレスディスプレイ、自動
車インフォテインメント、クラウドコンピューティングなどの多数のアプリケーションが
日常の個人生活の中で使用されつつある。これらのアプリケーションにおけるビデオコン
テンツは通常、自然のコンテンツ、テキスト、人工グラフィックスなどの組合せである。
テキストおよび人工グラフィックスにおいて、コンテンツの領域は、（数例を挙げると、
文字、アイコン、および記号などの）反復パターンを含み得る。イントラブロックコピー
イング（ＢＣ）は、この種類の冗長性の除去を可能にし、それによって、例えば、Ｐａｎ
ｇら、「Ｎｏｎ－ＲＣＥ３：Ｉｎｔｒａ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ　ｗ
ｉｔｈ　２－Ｄ　ＭＶｓ」、文献：ＪＣＴＶＣ－Ｎ０２５６、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　Ｗ
Ｐ３とＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１とのＪＣＴ－ＶＣ、第１４回会合
、オーストリアウィーン、２０１３年７月２５日～８月２日（以下、「ＪＣＴＶＣ－Ｎ０
２５６」）に記載されているように、イントラピクチャコーディング効率を潜在的に改善
する技法である。
【００５４】
　[0061]　図２の例においてより詳細に示すように、イントラＢＣを使用してコーディン
グされる現在のコーディングユニット（ＣＵ）（例えば、図４の現在のビデオブロック１
０２）について、ビデオエンコーダ２０は、同じピクチャ中の探索領域（例えば、図４の
再構成された領域１０８）から予測信号（例えば、図４の予測子ブロック１０４）（「予
測ブロック」と呼ばれることもある）を取得し得る。いくつかの事例において、ビデオエ
ンコーダ２０は、現在のＣＵから変位された予測ブロックの位置を示すベクトル、例えば
、図４のブロックベクトル１０６を符号化し得る。いくつかの例において、ブロックベク
トルは、現在のＣＵの左上隅の位置に対する予測ブロックの左上隅の位置を示し得る。ブ
ロックベクトルは、いくつかの事例において、オフセットベクトル、変位ベクトル、また
は動きベクトルと呼ばれることもある。ビデオエンコーダ２０はまた、現在のビデオブロ
ックのピクセル値と予測ブロック中の予測サンプルとの間の差を示す残差データを符号化
し得る。
【００５５】
　[0062]　上記で説明したように、前のＨＥＶＣ範囲拡張規格ドラフトでは、ＪＣＴＶＣ
－Ｐ１００５に記載されているように、イントラＢＣのためのベクトル（例えば、図４の
ブロックベクトル１０６）が、ＨＥＶＣにおける動きベクトル差分（ＭＶＤ）コーディン
グ方法を使用して符号化されていた。詳細には、ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５に記載されてい
るように、イントラＢＣのためのベクトルは、ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌ
ａｇ、ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１＿ｆｌａｇ、ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｍｉｎｕｓ２、
およびｍｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇの４つのシンタックス要素を使用して符号化されてい
た。シンタックス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの絶対値
が０よりも大きいかどうかを示し、１の長さをもつ固定長コードを使用して符号化される
。シンタックス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの絶対値が
１よりも大きいかどうかを示し、１の長さをもつ固定長コードを使用して符号化される。
シンタックス要素ａｂｓ＿ｍｖｄ＿ｍｉｎｕｓ２は、ＭＶＤの絶対値から２を減じたもの
を示し、１次指数ゴロムコードを使用して符号化される。シンタックス要素ｍｖｄ＿ｓｉ
ｇｎ＿ｆｌａｇは、ＭＶＤの値が正であるのか、または負であるのかを示し、１の長さを
もつ固定長コードを使用して符号化される。
【００５６】
　[0063]　但し、イントラＢＣブロックベクトルフィールドの従来のインター動きベクト
ルフィールドとは異なる特性により、このコーディング方法は効率的でないことがある。
例えば、ＢＶＤ値の分布は、ほぼ平坦で、ＢＶＤ値が増加するにつれて緩やかに減少する
ことが観測されるが、ＭＶＤ値の分布は、ＭＶＤ値が増加するにつれて、迅速に低下する
。いくつかの例では、ＢＶが、パターンマッチングを使用して決定されるが、ＭＶが、時
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間的マッチングを使用して決定されるので、ＢＶＤ値とＭＶＤ値との異なる分布が生じる
。
【００５７】
　[0064]　上記で説明したＨＥＶＣにおけるＭＶＤコーディング方法は、大部分のＭＶＤ
値が０と５との間にあるので、ＭＶＤ値に好適である。特に、低次の指数ゴロムコードが
より小さい値を符号化するのにより適しているので、ＭＶＤの絶対値から２を減じたもの
をコーディングするのに１次指数ゴロムコードが好適である。しかしながら、ＢＶＤ値は
、一般に、あまりクラスタ化されておらず、ＢＶＤの値は、一般に、ＭＶＤの値よりも大
きい。例えば、ＢＶＤの値は、０からピクチャサイズ（例えば、５００）ほどまでの範囲
にあり得る。従って、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３０とが、ＢＶＤ値の分布
を利用する圧縮方式を実施することが望ましいことがある。
【００５８】
　[0065]　本開示で説明する技法の１つまたは複数の態様によれば、ＨＥＶＣの動きベク
トル差分（ＭＶＤ）コーディング方法を使用してブロックベクトルの値を符号化するので
なく、ビデオエンコーダ２０は、ＢＶＤの特性に適合された異なる符号化方法を使用して
ＢＶＤの値を符号化し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３０とは、
ＢＶＤの値を表すために高次指数ゴロムコード、例えば、２次、３次、４次、５次、また
はさらに高次などの高次コードを使用する圧縮方式を実施し得る。例えば、ビデオエンコ
ーダ２０は、ＢＶＤの絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタックス要素をコーディ
ングすることによってＢＶＤの値を符号化し得る。
【００５９】
　[0066]　ＢＶＤの絶対値が０よりも大きい場合、ビデオエンコーダ２０は、ＢＶＤの絶
対値が、指数ゴロムコードのセットなどのコードのセットの次数に基づき得るしきい値よ
りも大きいか否かを示すシンタックス要素を符号化し得る。いくつかの例において、コー
ドのセットの次数は、４など、比較的高くなり得るが、コードの他の次数が使用され得る
（例えば、１、２、３、または５）。いくつかの例において、しきい値は、コードの次数
だけ左シフトされた１（例えば、１＜＜次数）であり得る。
【００６０】
　[0067]　ＢＶＤの絶対値がしきい値よりも大きい場合、ビデオエンコーダ２０は、コー
ドのセットを使用して、ＢＶＤの絶対値からコードのセットの次数に基づき得るオフセッ
トを減じたものを示すシンタックス要素を符号化し得る。いくつかの例において、オフセ
ットは、しきい値から１を減じたもの（例えば、オフセット＝しきい値－１）であり得る
。ＢＶＤの絶対値がしきい値よりも大きくない場合、ビデオエンコーダ２０は、コードの
セットの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、ＢＶＤの絶対値から１を減
じたものを示すシンタックス要素を符号化し得る。さらに、ＢＶＤの絶対値が０よりも大
きい場合、ビデオエンコーダ２０は、ＢＶＤの値が正であるのか、または負であるのかを
示す第４のシンタックス要素を符号化し得る。このようにして、ビデオエンコーダ２０は
、ＢＶＤをコーディングするために使用されるデータの量を低減し得る。
【００６１】
　[0068]　いくつかの例において、ブロックベクトル（および、適用可能な場合、従って
、ＢＶＤ）は、単一の成分を有し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、現在のビデオ
ブロックの予測のために、同じピクチャ中のビデオデータの現在のブロックの真上あるい
は現在のブロックに対して水平方向に一直線上にある前にコーディングされたビデオデー
タのブロックを使用するように構成され得る。言い換えれば、ビデオデータのピクチャが
２－Ｄグリッドに組み付けられる場合、ビデオデータの各ブロックは、ｘ値およびｙ値の
一意の範囲を占有することになる。従って、ビデオエンコーダ２０は、（現在のビデオブ
ロックに対して垂直方向に一直線上にある）ｘ値の同じセットまたは（現在のビデオブロ
ックに対して水平方向に一直線上にある）ｙ値の同じセットのみを共有する前にコーディ
ングされたビデオデータのブロックに基づいてビデオデータの現在のブロックを予測し得
る。
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【００６２】
　[0069]　ｘ値の同じセットのみを共有する前に符号化されたビデオデータのブロックに
基づいてビデオデータの現在のブロックを予測するようにビデオエンコーダ２０が構成さ
れる例において、ビデオエンコーダ２０は、ｘ値の同じセットのみを共有する前に符号化
されたビデオデータのブロックの予測ブロックを識別する単一の成分をもつブロックベク
トルを符号化し得る。同様に、ｙ値の同じセットのみを共有する前にコーディングされた
ビデオデータのブロックに基づいてビデオデータの現在のブロックを予測するようにビデ
オエンコーダ２０が構成される例において、ビデオエンコーダ２０は、ｙ値の同じセット
のみを共有する前に符号化されたビデオデータのブロックの予測ブロックを識別する単一
の成分をもつブロックベクトルを符号化し得る。
【００６３】
　[0070]　いくつかの例において、ブロックベクトルは、複数の成分を有し得る。例えば
、記述されたＪＣＴＶＣ－Ｎ０２５６として、ビデオエンコーダ２０は、現在のビデオブ
ロックと同じピクチャ内の予測ブロックを識別する２次元ブロックベクトルを決定し、符
号化し得る。いずれの場合も、２次元ブロックベクトルは、水平（ｘ）変位成分（例えば
、図４のブロックベクトル１０６の水平変位成分１１２）と垂直（ｙ）変位成分（例えば
、図４のブロックベクトル１０６の垂直変位成分１１０）とを有し得、その各々は、ゼロ
または非ゼロであり得る。水平変位成分は、ビデオデータの予測ブロック（predictive b
lock）または予測ブロック（prediction block）とビデオデータの現在のブロックとの間
の水平変位を表し、垂直変位成分は、ビデオデータの予測ブロックとビデオデータの現在
のブロックとの間の垂直変位を表す。
【００６４】
　[0071]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、ブロック
ベクトルの各成分のそれぞれの値をそれぞれ集合的に表すそれぞれの複数のシンタックス
要素を符号化し得る。すなわち、シンタックス要素の１つのセットは、ブロックベクトル
の水平変位成分を表し得、シンタックス要素の別のセットは、ブロックベクトルの垂直変
位成分を表し得る。ブロックベクトルまたはＢＶＤの成分ごとに、シンタックス要素のセ
ットは、ブロックベクトルのそれぞれの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１
のシンタックス要素と、（それぞれの成分の絶対値が０よりも大きい場合）それぞれの成
分の絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よりも大きいか否かを示す第２のシ
ンタックス要素と、（成分の絶対値がしきい値よりも大きい場合）それぞれの成分の絶対
値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを示す第３のシンタックス
要素と、（それぞれの成分の絶対値が０よりも大きい場合）それぞれの成分の値の符号を
示す第４のシンタックス要素と含み得る。
【００６５】
　[0072]　いくつかの例では、ＢＶＤの最大長に基づいてＢＶＤの成分の値を符号化する
ことが望ましいことがある。例えば、成分の最大長が知られると、最大長に基づいて決定
された長さをもつ固定長コードを使用して値を符号化することがより効率的であり得る。
【００６６】
　[0073]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、いくつかの例では、上記で説明した
４つのシンタックス要素を使用してＢＶＤの値を符号化するのでなく、ビデオエンコーダ
２０が、ＢＶＤの最大長に基づいて決定された長さをもつ固定長コードを使用してＢＶＤ
の値を符号化し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、１つまたは複数のパラメータに
基づいてＢＶＤの最大長を決定し得る。現在のブロックのためのＢＶＤの実測値をビデオ
エンコーダ２０がすでに知り得るが、ビデオエンコーダ２０は、すなわち、エンコーダ／
デコーダの不一致を回避するためにデコーダにおいて利用可能なパラメータを使用して最
大長を依然として決定し得る。最大長を決定するためにビデオエンコーダ２０が使用し得
るいくつかの例示的なパラメータは、限定はしないが、現在のブロックの位置と、ブロッ
クベクトル予測子のロケーションと、ピクチャ境界とを含む。
【００６７】
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　[0074]　ビデオエンコーダ２０は、決定された最大長に基づいて固定長コードの長さを
決定し得る。いくつかの例において、ビデオエンコーダ２０は、以下の式（１）に従って
固定長コードの長さを決定し得、ここで、長さは、固定長コードの長さであり、ｍａｘＢ
ＶＤｌｅｎｇｔｈは、ＢＶＤの決定された最大長である。ビデオエンコーダ２０は、決定
された長さを有する固定長コードを使用して成分の値を符号化し得る。
【００６８】
【数１】

【００６９】
　[0075]　いくつかの例において、ビデオエンコーダ２０は、上記で説明した技法の組合
せを使用し得る。そのような例において、ビデオエンコーダ２０は、ＢＶＤの値が４つの
シンタックス要素を使用して符号化されるのか、またはＢＶＤの最大長に基づいて決定さ
れた長さをもつ固定長コードを使用して符号化されるのかを示すシンタックス要素を符号
化し得る。
【００７０】
　[0076]　いくつかの例では、水平成分と垂直成分とをもつブロックベクトルをビデオエ
ンコーダ２０が符号化するなどの場合（すなわち、ビデオエンコーダ２０がＢＶＤｘとＢ
ＶＤｙとを符号化する場合）、ビデオエンコーダ２０が、他の成分に基づいて成分のうち
の１つを符号化し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、ＢＶＤｘを符号化し、ＢＶＤ
ｘに基づいてＢＶＤｙを符号化し得る（またその逆も同様）。一例として、ビデオエンコ
ーダ２０は、ＢＶＤｘの値、符号、または特定のビン値に基づいてＢＶＤｙの値、符号、
または特定のビン値を符号化し得る（またその逆も同様）。
【００７１】
　[0077]　ビデオデコーダ３０はまた、ビデオエンコーダ２０に関して上記で説明した技
法とは一般に逆のものである技法を使用するように構成され得る。この点において、ビデ
オデコーダ３０は、ブロックベクトルによって識別される予測ブロックを使用してピクチ
ャのコーディングされた現在のブロックを復号するためにイントラＢＣプロセスを行うよ
うに構成され得る。
【００７２】
　[0078]　本開示で説明する技法の１つまたは複数の態様によれば、ＨＥＶＣにおける動
きベクトル差分（ＭＶＤ）コーディング方法を使用してブロックベクトルの値を復号する
のでなく、ビデオデコーダ３０は、ＢＶＤの特性に適合された復号方法を使用してＢＶＤ
の値を復号し得る。例えば、ＢＶＤの値を決定するために、ビデオデコーダ３０は、ＢＶ
Ｄの絶対値が０よりも大きいか否かを決定するために第１のシンタックス要素を復号し得
る。ＢＶＤの絶対値が０よりも大きい場合、ビデオデコーダ３０は、ＢＶＤの絶対値が、
指数ゴロムコードのセットなどのコードのセットの次数に基づき得るしきい値よりも大き
いか否かを決定するために第２のシンタックス要素を復号し得る。いくつかの例において
、コードのセットの次数は、４など、比較的高くなり得るが、コードの他の次数が使用さ
れ得る（例えば、１、２、３、または５）。いくつかの例において、しきい値は、コード
の次数だけ左シフトされた１（例えば、１＜＜次数）であり得る。ＢＶＤの絶対値がしき
い値よりも大きい場合、ビデオデコーダ３０は、コードのセットを使用して、ブロックベ
クトルの成分の絶対値からコードのセットの次数に基づき得るオフセットを減じたものを
決定するために第３のシンタックス要素を復号し得る。いくつかの例において、オフセッ
トは、しきい値から１を減じたもの（例えば、オフセット＝しきい値－１）であり得る。
ＢＶＤの絶対値がしきい値よりも大きくない場合、ビデオデコーダ３０は、コードのセッ
トの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、ブロックベクトルの成分の絶対
値から１を減じたものを決定するためにシンタックス要素のセットの第３のシンタックス
要素を復号し得る。さらに、ＢＶＤの絶対値が０よりも大きい場合、ビデオデコーダ３０
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は、ＢＶＤの値が正であるのか、または負であるのかを決定するために第４のシンタック
ス要素を復号し得る。このようにして、ビデオデコーダ３０は、ＢＶＤの特性に適合され
た符号化方法を使用することによってブロックベクトルの値を復号し得る。
【００７３】
　[0079]　ビデオデコーダ３０は、ブロックベクトルによって識別される予測子ブロック
を使用して現在のブロックを復号し得る。例えば、ビデオデコーダ３０は、予測ブロック
と現在のブロックとの間のピクセル差分を表す残差ブロックに基づいて現在のブロックを
生成し得る。
【００７４】
　[0080]　図２は、本開示で説明する技法を実施し得る例示的なビデオエンコーダを示す
ブロック図である。ビデオエンコーダ２０は、ビデオスライス内のビデオブロックのイン
トラコーディングとインターコーディングとを行い得る。イントラコーディングは、所与
のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオの空間冗長性を低減または除去するために空
間的予測に依拠する。インターコーディングは、ビデオシーケンスの隣接するフレーム内
またはピクチャ内のビデオの冗長性を低減または除去するために時間的予測またはビュー
間予測に依拠する。イントラモード（Ｉモード）は、いくつかの空間ベースの圧縮モード
のいずれかを指すことがある。単方向予測（Ｐモード）または双予測（Ｂモード）などの
インターモードは、いくつかの時間ベースの圧縮モードのいずれかに含み得る。ビデオエ
ンコーダ２０はまた、本明細書で説明するように、同じピクチャ内のビデオデータの予測
ブロックからのビデオデータのブロックのイントラ予測のためのモード、例えば、イント
ラＢＣモードを利用するように構成され得る。
【００７５】
　[0081]　図２の例において、ビデオエンコーダ２０は、区分ユニット３５と、予測処理
ユニット４１と、再構成領域メモリ６４と、フィルタ処理ユニット６６と、参照ピクチャ
メモリ６８と、加算器５０と、変換処理ユニット５２と、量子化処理ユニット５４と、エ
ントロピー符号化ユニット５６とを含む。予測処理ユニット４１は、動き推定ユニット４
２と、動き補償ユニット４４と、イントラ予測処理ユニット４６と、イントラブロックコ
ピー（イントラＢＣ）ユニット４８とを含む。ビデオブロック再構成のために、ビデオエ
ンコーダ２０はまた、逆量子化処理ユニット５８と、逆変換処理ユニット６０と、加算器
６２とを含む。
【００７６】
　[0082]　様々な例において、ビデオエンコーダ２０のユニットは、本開示の技法を行う
役割を担い得る。また、一部の例において、本開示の技術は、ビデオエンコーダ２０のユ
ニットの１つまたは複数の中で分割され得る。例えば、イントラＢＣユニット４８は、単
独で、または動き推定ユニット４２、動き補償ユニット４４、イントラ予測処理ユニット
４６、再構成領域メモリ６４、およびエントロピー符号化ユニット５６など、ビデオエン
コーダの他のユニットと組み合わせて、本開示の技法を行い得る。いくつかの例において
、ビデオエンコーダ２０は、イントラＢＣユニット４８を含まないことがあり、イントラ
ＢＣユニット４８の機能は、動き推定ユニット４２および／または動き補償ユニット４４
など、予測処理ユニット４１の他の構成要素によって行われ得る。
【００７７】
　[0083]　図２に示すように、ビデオエンコーダ２０はビデオデータを受信し、区分ユニ
ット３５はデータをビデオブロックに区分する。この区分はまた、例えば、ＬＣＵおよび
ＣＵの４分木構造に従って、スライス、タイル、または他のより大きいユニットへの区分
、並びにビデオブロック区分を含み得る。ビデオエンコーダ２０は、一般に、符号化され
るべきビデオスライス内のビデオブロックを符号化する構成要素を示す。スライスは、複
数のビデオブロックに（および、場合によっては、タイルと呼ばれるビデオブロックのセ
ットに）分割され得る。
【００７８】
　[0084]　予測処理ユニット４１は、レートひずみ結果（例えば、コーディングビットレ
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ートおよびひずみレベル）に基づいて現在のビデオブロックのために、複数のイントラコ
ーディングモードのうちの１つ、複数のインターコーディングモードのうちの１つ、また
は本開示において説明する技法によるイントラＢＣモードなど、複数の可能なコーディン
グモードのうちの１つを選択し得る。予測処理ユニット４１は、得られた予測ブロックを
、残差ブロックデータを生成するために加算器５０に与え、例えば、参照ピクチャとして
他のビデオブロックの予測において使用するための現在のブロックを再構成するために加
算器６２に与え得る。
【００７９】
　[0085]　予測処理ユニット４１内のイントラ予測処理ユニット４６は、空間的圧縮を提
供するために、コーディングされるべき現在のブロックと同じフレームまたはスライス中
の１つまたは複数の隣接ブロックに対して現在のビデオブロックのイントラ予測コーディ
ングを行い得る。予測処理ユニット４１内の動き推定ユニット４２および動き補償ユニッ
ト４４は、例えば時間圧縮を実現するために、１つまたは複数の参照ピクチャ内の１つま
たは複数の予測ブロックに対して、現在のビデオブロックのインター予測コーディングを
行う。
【００８０】
　[0086]　動き推定ユニット４２は、ビデオシーケンスの所定のパターンに従ってビデオ
スライスのためのインター予測モードを決定するように構成され得る。動き推定ユニット
４２と動き補償ユニット４４とは、高度に統合され得るが、概念的な目的のために別々に
示してある。動き推定ユニット４２によって行われる動き推定は、ビデオブロックの動き
を推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動きベクトルは、例えば、参照ピク
チャ内の予測ブロックに対する現在のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオブロック
のＰＵの変位を示し得る。同様に、本開示の技法に従ってイントラＢＣのために使用され
るブロックベクトルは、同じフレームまたはピクチャ内の予測ブロックに対する現在のビ
デオフレームまたはピクチャ内のビデオブロックのＰＵの変位を示す。イントラＢＣユニ
ット４８は、インター予測のための動き推定ユニット４２による動きベクトルの決定と同
様の方法でイントラＢＣコーディングのためのベクトル、例えば、ブロックベクトルを決
定し得、あるいはブロックベクトルを決定するために動き推定ユニット４２を利用し得る
。
【００８１】
　[0087]　例えば、インター予測またはイントラＢＣ予測のための動き推定ユニット４２
および／またはイントラＢＣユニットによって識別される予測ブロックは、ＰＵと予測ブ
ロックとの間のピクセル差分に関してコーディングされるべきビデオブロックのＰＵに厳
密に一致することがわかるブロックである。ピクセル差分は、絶対差分和（ＳＡＤ：sum 
of absolute difference）、２乗差分和（ＳＳＤ：sum of squared difference）、また
は他の差分メトリックによって決定され得る。いくつかの例において、ビデオエンコーダ
２０は、参照ピクチャメモリ６８中に記憶された参照ピクチャのサブ整数ピクセル位置ま
たは再構成領域メモリ６４中に記憶された現在のピクチャの再構成領域の値を計算し得る
。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャの１／４ピクセル位置、１／８ピクセ
ル位置、または他の分数ピクセル位置の値を補間し得る。従って、動き推定ユニット４２
および／またはイントラＢＣユニット４８は、フルピクセル位置と分数ピクセル位置とに
対して予測ブロックの探索を行い、分数のピクセル精度でベクトルを出力し得る。
【００８２】
　[0088]　動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と
比較することによって、インターコーディングされたスライス内のビデオブロックのＰＵ
の動きベクトルを計算する。参照ピクチャは、第１の参照ピクチャリスト（リスト０もし
くはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０）または第２の参照ピクチャリスト（リスト１もしくはＲｅ
ｆＰｉｃＬｉｓｔ１）から選択され得、それらの参照ピクチャリストの各々は、参照ピク
チャメモリ６８中に記憶された１つまたは複数の参照ピクチャを識別する。動き推定ユニ
ット４２は、計算された動きベクトルをエントロピー符号化ユニット５６と動き補償ユニ
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ット４４とに送る。
【００８３】
　[0089]　動き補償ユニット４４によって行われる動き補償は、動き推定によって決定さ
れた動きベクトルに基づいて予測ブロックをフェッチまたは生成すること、場合によって
は、サブピクセル精度への補間を行うことを伴い得る。現在のビデオブロックのＰＵにつ
いての動きベクトルを受信すると、動き補償ユニット４４は、動きベクトルが参照ピクチ
ャリストのうちの１つにおいて指す予測ブロックの位置を特定し得る。
【００８４】
　[0090]　いくつかの例において、イントラＢＣユニット４８は、動き推定ユニット４２
および動き補償ユニット４４に関して上記で説明した方法と同様の方法でベクトルを生成
し、予測ブロックをフェッチし得るが、予測ブロックは、現在のブロックと同じピクチャ
またはフレーム中にあり、ベクトルは、動きベクトルとは対照的にブロックベクトルと呼
ばれる。他の例において、イントラＢＣユニット４８は、全体的にまたは部分的に、本明
細書で説明する技法に従ってイントラＢＣ予測のためのそのような機能を行うために動き
推定ユニット４２と動き補償ユニット４４とを使用し得る。いずれの場合も、イントラＢ
Ｃにおいて、予測ブロックは、ピクセル差分に関して、コーディングされるべきブロック
に厳密に一致することがわかるブロックであり、ピクセル差分は、絶対差分和（ＳＡＤ）
、２乗差分和（ＳＳＤ）、または他の差分メトリックによって決定され得、ブロックの識
別は、サブ整数ピクセル位置の値の算出を含み得る。
【００８５】
　[0091]　予測ビデオブロックがイントラＢＣ予測による同じピクチャからのものである
のか、またはインター予測による異なるピクチャからのものであるのかにかかわらず、ビ
デオエンコーダ２０は、コーディングされている現在のビデオブロックのピクセル値から
予測ブロックのピクセル値を減算して、ピクセル差分値を形成することによって残差ビデ
オブロックを形成し得る。ピクセル差分値は、ブロックの残差データを形成し、ルーマ成
分差分とクロマ成分差分の両方を含み得る。加算器５０は、この減算演算を行う１つまた
は複数の構成要素を表す。イントラＢＣユニット４８および／または動き補償ユニット４
４はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号する際にビデオデコーダ３０などのビ
デオデコーダが使用するためのビデオブロックとビデオスライスとに関連するシンタック
ス要素を生成し得る。シンタックス要素は、例えば、予測ブロックを識別するのに使用さ
れるベクトル、予測モードを示す任意のフラグ、または本開示の技法に関して説明する任
意の他のシンタックスを定義するシンタックス要素を含み得る。
【００８６】
　[0092]　イントラ予測処理ユニット４６は、上記で説明したように、動き推定ユニット
４２および動き補償ユニット４４によって行われるインター予測、またはイントラＢＣユ
ニット４８によって行われるイントラＢＣ予測の代替として、現在のブロックをイントラ
予測し得る。特に、イントラ予測処理ユニット４６は、現在ブロックを符号化するために
使用すべきイントラ予測モードを決定し得る。いくつかの例において、イントラ予測ユニ
ット４６は、例えば、別個の符号化パス中に、様々なイントラ予測モードを使用して現在
のビデオブロックを符号化し得、イントラ予測処理ユニット４６（または、いくつかの例
において、予測処理ユニット４１）は、テストされたモードから使用すべき適切なイント
ラ予測モードを選択し得る。例えば、イントラ予測処理ユニット４６は、様々なテストさ
れたイントラ予測モードにレートひずみ分析を使用してレートひずみ値を計算し、テスト
されたモードのうちで最良のレートひずみ特性を有するイントラ予測モードを選択し得る
。レートひずみ分析は、一般に、符号化されたブロックと、符号化されたブロックを作る
ために符号化された、元の符号化されていないブロックとの間のひずみ（または、誤差）
の量、並びに符号化されたブロックを作るのに使用されたビットレート（すなわち、ビッ
トの個数）を決定する。イントラ予測処理ユニット４６は、様々な符号化ブロックのひず
みおよびレートから比を計算して、どのイントラ予測モードがブロックの最良のレートひ
ずみ値を示すのかを決定し得る。
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【００８７】
　[0093]　いずれの場合も、ブロックのためのイントラ予測モードを選択した後に、イン
トラ予測処理ユニット４６は、ブロックのための選択されたイントラ予測モードを示す情
報をエントロピー符号化ユニット５６に与え得る。エントロピー符号化ユニット５６は、
本開示の技法に従って、選択されたイントラ予測モードを示す情報を符号化し得る。ビデ
オエンコーダ２０は、複数のイントラ予測モードインデックステーブルおよび複数の修正
されたイントラ予測モードインデックステーブル（コードワードマッピングテーブルとも
呼ばれる）と、様々なブロックの符号化コンテキストの定義と、コンテキストの各々につ
いて使用すべき、最確イントラ予測モード、イントラ予測モードインデックステーブル、
および修正されたイントラ予測モードインデックステーブルの指示とを含み得る構成デー
タを、送信されるビットストリームに含め得る。
【００８８】
　[0094]　予測処理ユニット４１がインター予測、イントラ予測、またはイントラＢＣ予
測を介して現在のビデオブロックの予測ブロックを生成した後、ビデオエンコーダ２０は
、現在のビデオブロックから、例えば、加算器５０を介して予測ブロックを減算すること
によって残差ビデオブロックを形成する。残差ブロック中の残差ビデオデータは、１つま
たは複数のＴＵ中に含まれ、変換処理ユニット５２に適用され得る。変換処理ユニット５
２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）または概念的に同様の変換などの変換を使用して、残
差ビデオデータを残差変換係数に変換する。変換処理ユニット５２は、残差ビデオデータ
をピクセル領域からの周波数領域などの変換領域に変換し得る。
【００８９】
　[0095]　変換処理ユニット５２は、得られた変換係数を量子化処理ユニット５４に送り
得る。量子化処理ユニット５４は、ビットレートをさらに低減するために変換係数を量子
化する。量子化プロセスは、係数の一部または全部に関連するビット深度を低減し得る。
量子化の程度は、量子化パラメータを調整することによって修正され得る。いくつかの例
において、量子化処理ユニット５４は、次いで、量子化変換係数を含む行列の走査を行い
得る。代替的に、エントロピー符号化ユニット５６が走査を行い得る。
【００９０】
　[0096]　量子化の後、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化された変換係数をエ
ントロピー符号化する。例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト適応
型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（
ＣＡＢＡＣ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢ
ＡＣ）、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング、または別のエントロピー
符号化方法もしくは技法を行い得る。エントロピー符号化ユニット５６は、イントラＢＣ
モードによる予測に関して、ベクトル成分、フラグ、およびその他のシンタックス要素を
含む、２値化および符号化シンタックス要素のための本明細書において説明する技法のい
ずれかを行い得る。エントロピー符号化ユニット５６によるエントロピー符号化の後、符
号化ビデオビットストリームは、ビデオデコーダ３０に送信されるか、またはビデオデコ
ーダ３０が後で送信するかもしくは取り出すためにアーカイブされ得る。
【００９１】
　[0097]　逆量子化処理ユニット５８および逆変換処理ユニット６０は、後で他のビデオ
ブロックを予測するために参照ブロックとして使用できるようにピクセル領域において残
差ブロックを再構成するために、それぞれ逆量子化および逆変換を適用する。動き補償ユ
ニット４４および／またはイントラＢＣユニット４８は、参照ピクチャリストのうちの１
つ内の参照ピクチャのうちの１つの予測ブロックに残差ブロックを加算することによって
、参照ブロックを計算し得る。動き補償ユニット４４および／またはイントラＢＣユニッ
ト４８はまた、動き推定において使用するサブ整数ピクセル値を計算するために、１つま
たは複数の補間フィルタを再構築された残差ブロックに適用し得る。
【００９２】
　[0098]　加算器６２は、再構成された残差ブロックを、動き補償ユニット４４および／
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またはイントラＢＣユニット４８によって生成された動き補償予測ブロックに加算して、
再構成ビデオブロックを生成する。再構成領域メモリ６４は、本明細書で説明するように
、ビデオエンコーダ２０、例えば、イントラＢＣユニット４８による現在のビデオブロッ
クのイントラＢＣのための再構成領域の定義に従って再構成ビデオブロックを記憶する。
再構成領域メモリ６４は、フィルタ処理ユニット６６によってインループフィルタ処理さ
れていない再構成ビデオブロックを記憶し得る。加算器６２は、再構成領域メモリ６４と
並行してフィルタ処理ユニット６６に再構成ビデオブロックを与え得、または再構成領域
メモリ６４は、イントラＢＣのために再構成領域がもはや必要なくなったときにフィルタ
処理ユニット６６に再構成ビデオブロックを解放し得る。いずれの場合も、イントラＢＣ
ユニット４８は、現在のビデオブロックを予測するために、現在のビデオブロックと同じ
ピクチャ内の予測ビデオブロックを求めて再構成領域メモリ６４内の再構成ビデオブロッ
クを探索し得る。
【００９３】
　[0099]　フィルタ処理ユニット６６は、再構成ビデオブロックに対してインループフィ
ルタ処理を行い得る。インループフィルタ処理は、再構成されたビデオからブロッキネス
アーティファクトを除去するためにブロック境界をフィルタ処理するためのデブロックフ
ィルタ処理を含み得る。インループフィルタ処理は、再構成されたビデオを改善するため
にサンプル適応オフセット（ＳＡＯ）フィルタ処理を含み得る。再構成ブロックは、その
うちのいくつかがインループフィルタ処理され得、参照ピクチャとして参照ピクチャメモ
リ６８中に記憶され得る。参照ピクチャは、後続のビデオフレームまたはピクチャ中のブ
ロックをインター予測するために、動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４に
よって予測ブロックとして使用され得る再構成ブロックを含み得る。
【００９４】
　[0100]　ブロックベクトルは、水平成分と垂直成分とを含む２次元ブロックベクトルで
あり得るか、あるいはブロックベクトルは、水平成分または垂直成分を含む１次元ブロッ
クベクトルであり得る。水平成分は、ビデオデータの予測ブロックとビデオデータの現在
のブロックとの間の水平変位を表し得る。垂直成分は、ビデオデータの予測ブロックとビ
デオデータの現在のブロックとの間の垂直変位を表し得る。ビデオデータの予測ブロック
は、ビデオデータの現在のブロックと同じフレーム内にあり得る。イントラＢＣユニット
４８は、エントロピー符号化ユニット５６に水平成分と垂直成分との一方または両方の値
を出力し得る。
【００９５】
　[0101]　本開示で説明する技法の１つまたは複数の態様によれば、ＨＥＶＣにおける動
きベクトル差分（ＭＶＤ）コーディング方法を使用してブロックベクトルの値を符号化す
るのでなく、エントロピー符号化ユニット５６は、ブロックベクトルの特性に適合された
符号化方法を使用してブロックベクトルの値を符号化し得る。例えば、エントロピー符号
化ユニット５６は、ブロックベクトル（またはＢＶＤ）の成分の値を表すためにシンタッ
クス要素のセットを符号化し得る。シンタックス要素の意味およびシンタックス要素を符
号化するために使用される符号化技法は、ブロックベクトルの特性に適合され得る。この
ようにして、本開示の技法は、ブロックベクトルの値を符号化するために使用されるビッ
ト数を低減し得、これは、コーディング効率を改善し得る。
【００９６】
　[0102]　例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、ブロックベクトルの成分の第１
のシンタックス要素を決定し得る。いくつかの例において、第１のシンタックス要素は、
ブロックベクトル成分の絶対値が０よりも大きいかどうかを示し得る。そのような例にお
いて、第１のシンタックス要素は、第１のビン値（すなわち、「ｂ０」）などのバイナリ
フラグ（すなわち、１の長さをもつ固定長コード）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ
＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇと呼ばれることがある。エントロピー符号化ユニ
ット５６は、ブロックベクトル成分の絶対値を決定し得る。エントロピー符号化ユニット
５６は、成分の絶対値が０よりも大きいかどうか（すなわち、成分が非ゼロであるのか）



(29) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

を決定するために成分の絶対値を分析し得る。成分の絶対値が０よりも大きい場合、エン
トロピー符号化ユニット５６は、第１のシンタックス要素が１であると決定し得る。成分
の絶対値が０よりも大きくない場合、エントロピー符号化ユニット５６は、第１のシンタ
ックス要素が０であると決定し得る。
【００９７】
　[0103]　いくつかの例において、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキストを
もつコンテキスト適応バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して第１のシンタ
ックス要素を符号化し得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エントロピー符号
化ユニット５６は、別個のコンテキストを用いて水平成分の第１のシンタックス要素と垂
直成分の第１のシンタックス要素との両方を符号化し得る。そのような例のうちの他のも
のにおいて、エントロピー符号化ユニット５６は、同じコンテキストを用いて水平成分の
第１のシンタックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素との両方を符号化し得る。
【００９８】
　[0104]　いくつかの例において、ブロックベクトルの成分の絶対値が０であるなどの場
合（すなわち、ブロックベクトルの成分の値が整数精度で維持され、ブロックベクトルの
成分の絶対値が０よりも大きくない場合）、エントロピー符号化ユニット５６が、ブロッ
クベクトルの成分の値を表すためにさらなるシンタックス要素を符号化しないことがある
。言い換えれば、ブロックベクトルの成分の絶対値が０である場合、エントロピー符号化
ユニット５６は、第１のシンタックス要素のみを使用してブロックベクトルの成分の値を
符号化し得、以下で説明する第２のシンタックス要素、第３のシンタックス要素、および
第４のシンタックス要素を省略し得る。
【００９９】
　[0105]　エントロピー符号化ユニット５６は、ブロックベクトルの成分の第２のシンタ
ックス要素を決定し得る。いくつかの例において、第２のシンタックス要素は、ブロック
ベクトル成分の絶対値が、コードのセットの次数に基づき得るしきい値よりも大きいかど
うかを示し得る。いくつかの例において、しきい値は、コードの次数だけ左シフトされた
１（例えば、１＜＜次数）であり得る。例えば、コードのセットが４の次数をもつ指数ゴ
ロムコードのセットである場合、しきい値は１６になり得る。そのような例において、第
２のシンタックス要素は、第２のビン値（すなわち、「ｂ１」）などのバイナリフラグ（
すなわち、１の長さをもつ固定長コード）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ
＿ｇｒｅａｔｅｒ１６＿ｆｌａｇと呼ばれることがある。エントロピー符号化ユニット５
６は、成分の絶対値がしきい値よりも大きいかどうかを決定するために成分の絶対値を分
析し得る。成分の絶対値がしきい値よりも大きい場合、エントロピー符号化ユニット５６
は、第２のシンタックス要素が１であると決定し得る。成分の絶対値がしきい値よりも大
きくない場合、エントロピー符号化ユニット５６は、第２のシンタックス要素が０である
と決定し得る。
【０１００】
　[0106]　いくつかの例において、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキストを
もつコンテキスト適応バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して第２のシンタ
ックス要素を符号化し得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エントロピー符号
化ユニット５６は、別個のＣＡＢＡＣコンテキストを用いて水平成分の第２のシンタック
ス要素と垂直成分の第２のシンタックス要素との両方を符号化し得る。そのような例のう
ちの他のものにおいて、エントロピー符号化ユニット５６は、同じコンテキストを用いて
水平成分の第２のシンタックス要素と垂直成分の第２のシンタックス要素との両方を符号
化し得る。
【０１０１】
　[0107]　エントロピー符号化ユニット５６は、ブロックベクトルの成分の第３のシンタ
ックス要素を決定し得る。ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値（すなわち、第２
のシンタックス要素を決定するために使用されるしきい値）よりも大きいか否かに応じて
、エントロピー符号化ユニット５６は、固定長コード、ライスゴロムコード、または指数
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ゴロムコードなどの複数の技法のうちの１つを使用して第３のシンタックス要素を符号化
し得る。エントロピー符号化ユニット５６は、バイパスモードで第３のシンタックス要素
を符号化し得る。
【０１０２】
　[0108]　一例として、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きくない場
合、エントロピー符号化ユニット５６は、コードのセットの次数に等しい長さを有する固
定長コードを使用して成分の絶対値から１を減じたものを表すために、第３のシンタック
ス要素を符号化し得る。例えば、成分の絶対値が１４であり、コードのセットの次数が４
である場合、エントロピー符号化ユニット５６は、１１１０（すなわち、バイナリ表現の
１４－１）として成分の絶対値を符号化し得る。そのような例において、第３のシンタッ
クス要素は、一連のビン値（すなわち、「ｂ２－ｂｎ－１」）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂ
ｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎｕｓ１と呼ばれることがある。いくつかの例では、成分の絶
対値の最大値が知られている（すなわち、上記で説明したしきい値である）ので、固定長
コードが、最大のコーディング効率を与え得る。
【０１０３】
　[0109]　別の例として、ブロックベクトルの絶対値がしきい値よりも大きい場合、エン
トロピー符号化ユニット５６は、コードのセットを使用して、成分の絶対値からコードの
セットの次数に基づき得るオフセットを減じたものを表すために第３のシンタックス要素
を符号化し得る。いくつかの例において、オフセットは、しきい値から１を減じたもの（
例えば、オフセット＝しきい値－１）であり得る。例えば、成分の絶対値が３０であり、
コードのセットが、次数４の指数ゴロムコードのセットである場合、オフセットは、１７
であり得、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の絶対値とオフセットとの間の差（
すなわち、３０－１７＝１３）を１３の４次指数ゴロムコードとして符号化し得る。その
ような例において、第３のシンタックス要素は、一連のビン値（すなわち、「ｂ２－ｂｎ
－１」）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎｕｓ１と呼ばれることが
ある。いくつかの例では、成分の絶対値の最大値が知られておらず、比較的平坦な確率分
布を有するので、高次（例えば、４次）の指数ゴロムコードが最大のコーディング効率を
与え得る。
【０１０４】
　[0110]　いくつかの例において、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の符号を示
す第４のシンタックス要素を符号化し得る。言い換えれば、第４のシンタックス要素は、
成分が正であるのか、または負であるのかを示し得る。そのような例において、第４のシ
ンタックス要素は、最後のまたは最終のビン値（すなわち、「ｂｎ」）などのバイナリフ
ラグ（すなわち、１の長さをもつ固定長コード）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿
ｂｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇと呼ばれることがある。
【０１０５】
　[0111]　いくつかの例において、エントロピー符号化ユニット５６は、いかなるコンテ
キストもなしにバイパスモードで第４のシンタックス要素を符号化し得る。いくつかの例
において、エントロピー符号化ユニット５６は、１つまたは複数のコンテキストをもつＣ
ＡＢＡＣを使用して第４のシンタックスを符号化し得る。そのような例のうちのいくつか
において、エントロピー符号化ユニット５６は、水平成分と垂直成分との両方を符号化し
得、水平成分の第４のシンタックス要素と垂直成分の第４のシンタックス要素とは、別個
のコンテキストを用いて符号化され得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エン
トロピー符号化ユニット５６は、水平成分と垂直成分との両方を符号化し得、水平成分の
第４のシンタックス要素と垂直成分の第４のシンタックス要素とは、対応するコンテキス
ト（例えば、同じコンテキスト）を用いて符号化され得る。
【０１０６】
　[0112]　図３は、本開示で説明する技法を実施し得る例示的なビデオデコーダ３０を示
すブロック図である。図３の例において、ビデオデコーダ３０は、エントロピー復号ユニ
ット８０と、予測処理ユニット８１と、逆量子化処理ユニット８６と、逆変換処理ユニッ
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ト８８と、加算器９０と、再構成領域メモリ９２と、フィルタ処理ユニット９４と、参照
ピクチャメモリ９６とを含む。予測処理ユニット８１は、動き補償ユニット８２と、イン
トラ予測処理ユニット８４と、イントラブロックコピー（イントラＢＣ）ユニット８５と
を含む。ビデオデコーダ３０は、いくつかの例では、図２のビデオエンコーダ２０に関し
て説明された符号化パスとは一般に逆の復号パスを行い得る。
【０１０７】
　[0113]　様々な例において、ビデオデコーダ３０のユニットは、本開示の技法を行う役
割を担い得る。また、一部の例において、本開示の技術は、ビデオデコーダ３０のユニッ
トの１つまたは複数の中で分割され得る。例えば、イントラＢＣユニット８５は、単独で
、または動き補償ユニット８２、イントラ予測処理ユニット８４、再構成領域メモリ９２
、およびエントロピー復号ニット８０など、ビデオデコーダ３０の他のユニットと組み合
わせて、本開示の技法を行い得る。いくつかの例において、ビデオデコーダ３０は、イン
トラＢＣユニット８５を含まないことがあり、イントラＢＣユニット８５の機能は、動き
補償ユニット８２など、予測処理ユニット８１の他の構成要素によって行われ得る。
【０１０８】
　[0114]　復号プロセス中に、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号
化ビデオスライスのビデオブロックと、関連するシンタックス要素とを表す、符号化ビデ
オビットストリームを受信する。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット８０は
、量子化された係数と、インター予測のための動きベクトルと、イントラＢＣ予測のため
のブロックベクトルと、本明細書で説明する他のシンタックス要素とを生成するために、
ビットストリームをエントロピー復号する。エントロピー復号ユニット８０は、イントラ
ＢＣモードによる予測に関して、ベクトル成分、フラグ、およびその他のシンタックス要
素を含む、シンタックス要素の２値化および符号化のための本明細書で説明する技法のい
ずれかの逆を行い得る。エントロピー復号ユニット８０は、予測処理ユニット８１にベク
トルおよび他のシンタックス要素を転送する。ビデオデコーダ３０は、シーケンスレベル
、ピクチャレベル、ビデオスライスレベルおよび／またはビデオブロックレベルにおいて
シンタックス要素を受信し得る。
【０１０９】
　[0115]　上記で説明したように、符号化ブロックベクトルの成分は、ビデオデータの予
測子ブロックとビデオデータの現在のブロックとの間の変位を表し得る。予測子ブロック
は、現在のブロックと同じピクチャ内にあり得る。ブロックベクトルは、水平成分と垂直
成分とを含む２次元ブロックベクトルであり得るか、あるいはブロックベクトルは、水平
成分または垂直成分を含む１次元ブロックベクトルであり得る。水平成分は、ビデオデー
タの予測子ブロックとビデオデータの現在のブロックとの間の水平変位を表し得る。垂直
成分は、ビデオデータの予測子ブロックとビデオデータの現在のブロックとの間の垂直変
位を表し得る。エントロピー復号ユニット８０は、水平成分と垂直成分との一方または両
方を復号し得る。
【０１１０】
　[0116]　本開示で説明する技法の１つまたは複数の態様によれば、ＨＥＶＣにおける動
きベクトル差分（ＭＶＤ）コーディング方法を使用してブロックベクトルの値を復号する
のでなく、エントロピー復号ユニット８０は、イントラＢＣモードのためのブロックベク
トルの特性に適合された復号方法を使用してブロックベクトルの値を復号し得る。例えば
、エントロピー復号ユニット８０は、ブロックベクトルを符号化するためにエンコーダ２
０のエントロピー符号化ユニット５６によって使用される符号化プロセスとは一般に逆の
ものであるプロセスを利用し得る。例えば、エントロピー復号ユニット８０は、シンタッ
クス要素のセットに基づいてブロックベクトルの成分を復号し得る。
【０１１１】
　[0117]　例えば、エントロピー復号ユニット８０は、ブロックベクトルの成分の絶対値
が０よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素のセットの第１のシンタック
ス要素を復号し得る。そのような例において、第１のシンタックス要素は、第１のビン値
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（すなわち、「ｂ０」）などのバイナリフラグ（すなわち、１の長さをもつ固定長コード
）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇと呼ばれ
ることがある。いくつかの例において、第１のシンタックス要素が１であるなどの場合、
エントロピー復号ユニット８０は、成分の絶対値が０よりも大きいと決定し得る。いくつ
かの例において、第１のシンタックス要素が０であるなどの場合、エントロピー復号ユニ
ット８０は、成分の絶対値が０よりも大きくないと決定し得る。
【０１１２】
　[0118]　いくつかの例において、エントロピー復号ユニット８０は、コンテキストをも
つコンテキスト適応バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して第１のシンタッ
クス要素を復号し得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エントロピー復号ユニ
ット８０は、別個のコンテキストを用いて水平成分の第１のシンタックス要素と垂直成分
の第１のシンタックス要素との両方を復号し得る。そのような例のうちの他のものにおい
て、エントロピー復号ユニット８０は、同じコンテキストを用いて水平成分の第１のシン
タックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素との両方を復号し得る。
【０１１３】
　[0119]　いくつかの例では、ブロックベクトルの成分の絶対値が０であるなどの場合（
すなわち、ブロックベクトルの成分の値が整数精度で維持され、ブロックベクトルの成分
の絶対値が０よりも大きくないことを第１のシンタックス要素が示す場合）、エントロピ
ー復号ユニット８０が、ブロックベクトルの成分の値を表すためにさらなるシンタックス
要素を復号しないことがある。言い換えれば、ブロックベクトルの成分の絶対値が０であ
る場合、エントロピー復号ユニット８０は、第１のシンタックス要素のみを使用してブロ
ックベクトルの成分の値を復号し得、以下で説明する第２のシンタックス要素、第３のシ
ンタックス要素、および第４のシンタックス要素を受信／復号しないことがある。
【０１１４】
　[0120]　エントロピー復号ユニット８０は、ブロックベクトル成分の絶対値が、コード
のセットの次数に基づき得るしきい値よりも大きいかどうかを決定するためにブロックベ
クトルの成分の第２のシンタックス要素を復号し得る。いくつかの例において、しきい値
は、コードの次数だけ左シフトされた１（例えば、１＜＜次数）であり得る。例えば、コ
ードのセットが４の次数をもつ指数ゴロムコードのセットである場合、しきい値は１６に
なり得る。そのような例において、第２のシンタックス要素は、第２のビン値（すなわち
、「ｂ１」）などのバイナリフラグ（すなわち、１の長さをもつ固定長コード）であり得
、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１６＿ｆｌａｇと呼ばれることが
ある。第２のシンタックス要素が１である場合、エントロピー符号化ユニット５６は、成
分の絶対値がしきい値よりも大きいと決定し得る。第２のシンタックス要素が０である場
合、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の絶対値がしきい値よりも大きくないと決
定し得る。
【０１１５】
　[0121]　いくつかの例において、エントロピー復号ユニット８０は、コンテキストをも
つコンテキスト適応バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して第２のシンタッ
クス要素を復号し得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エントロピー復号ユニ
ット８０は、別個のコンテキストを用いて水平成分の第２のシンタックス要素と垂直成分
の第２のシンタックス要素との両方を復号し得る。そのような例のうちの他のものにおい
て、エントロピー復号ユニット８０は、同じコンテキストを用いて水平成分の第２のシン
タックス要素と垂直成分の第２のシンタックス要素との両方を復号し得る。
【０１１６】
　[0122]　エントロピー復号ユニット８０は、ブロックベクトルの成分の絶対値を決定す
るために第３のシンタックス要素を復号し得る。いくつかの例において、第３のシンタッ
クス要素は、固定長コード、ゴロム－ライスコード、または指数ゴロムコードなどの複数
の技法のうちの１つを使用して符号化され得る。そのような例のうちのいくつかにおいて
、エントロピー復号ユニット８０は、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも



(33) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

大きいかどうかに基づいて第３のシンタックス要素を符号化するためにどの技法が使用さ
れたかを決定し得る。上記で説明したように、エントロピー復号ユニット８０は、第２の
シンタックス要素の値に基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大
きいかどうかを決定し得る。
【０１１７】
　[0123]　一例として、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きくない（
すなわち、しきい値以下である）場合、エントロピー復号ユニット８０は、コードのセッ
トの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して第３のシンタックス要素が符号化
されていると決定し得る。そのような例において、エントロピー復号ユニット８０は、ブ
ロックベクトルの成分の絶対値から１を減じたものを決定するために第３のシンタックス
要素を復号し得る。いくつかの例において、第３のシンタックス要素は、一連のビン値（
すなわち、「ｂ２－ｂｎ－１」）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎ
ｕｓ１と呼ばれることがある。例えば、第３のシンタックス要素が１１１０であり、コー
ドのセットの次数が４である場合、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の絶対値が
１４（すなわち、１３＋１）であると決定し得る。
【０１１８】
　[0124]　別の例として、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きい場合
、エントロピー復号ユニット８０は、第３のシンタックス要素がコードのセットを使用し
て符号化されていると決定し得る。そのような例において、エントロピー復号ユニット８
０は、成分の絶対値からコードのセットの次数に基づき得るオフセットを減じたものを決
定するために第３のシンタックス要素を復号し得る。いくつかの例において、オフセット
は、しきい値から１を減じたもの（例えば、オフセット＝しきい値－１）であり得る。そ
のような例において、第３のシンタックス要素は、一連のビン値（すなわち、「ｂ２－ｂ
ｎ－１」）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎｕｓ１と呼ばれること
がある。例えば、第３のシンタックス要素が、１３の４次指数ゴロムコードであり、コー
ドのセットが、次数４の指数ゴロムコードのセットである場合、オフセットは、１７であ
り得、エントロピー復号ユニット８０は、成分の絶対値が３０である（すなわち、１３＋
１７＝３０）と決定し得る。
【０１１９】
　[0125]　いくつかの例において、エントロピー復号ユニット８０は、成分の符号を決定
するために第４のシンタックス要素を復号し得る。言い換えれば、第４のシンタックス要
素は、成分が正であるのか、または負であるのかを示し得る。そのような例において、第
４のシンタックス要素は、最後のまたは最終のビン値（すなわち、「ｂｎ」）などのバイ
ナリフラグ（すなわち、１の長さをもつ固定長コード）であり得、ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａ
ｂｓ＿ｂｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇと呼ばれることがある。
【０１２０】
　[0126]　いくつかの例において、エントロピー復号ユニット８０は、いかなるコンテキ
ストもなしにバイパスモードで第４のシンタックス要素を符号化し得る。いくつかの例に
おいて、エントロピー符号化ユニット５６は、１つまたは複数のコンテキストをもつＣＡ
ＢＡＣを使用して第４のシンタックスを復号し得る。そのような例のうちのいくつかにお
いて、エントロピー復号ユニット８０は、水平成分と垂直成分との両方を復号し得、水平
成分の第４のシンタックス要素と垂直成分の第４のシンタックス要素とは、別個のコンテ
キストを用いて復号され得る。そのような例のうちのいくつかにおいて、エントロピー復
号ユニット８０は、水平成分と垂直成分との両方を復号し得、水平成分の第４のシンタッ
クス要素と垂直成分の第４のシンタックス要素とは、対応するコンテキスト（例えば、同
じコンテキスト）を用いて復号され得る。
【０１２１】
　[0127]　いずれの場合も、エントロピー復号ユニット８０は、イントラＢＣユニット８
５にシンタックス要素に基づいて決定された成分の値を出力し得る。このようにして、エ
ントロピー復号ユニット８０は、符号化されたブロックベクトルを復号し得る。
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【０１２２】
　[0128]　ビデオスライスがイントラコード化（Ｉ）スライスとしてコーディングされた
とき、予測処理ユニット８１のイントラ予測処理ユニット８４は、シグナリングされたイ
ントラ予測モードと、現在フレームまたはピクチャの前に復号されたブロックからのデー
タとに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測データを生成し得
る。ビデオフレームがインターコード化（すなわち、ＢまたはＰ）スライスとしてコーデ
ィングされるとき、予測処理ユニット８１の動き補償ユニット８２は、エントロピー復号
ユニット８０から受信された動きベクトルおよび他のシンタックス要素に基づいて、現在
のビデオスライスのビデオブロックのための予測ブロックを生成する。
【０１２３】
　[0129]　予測ブロックは、参照ピクチャリストのうちの１つの中の、参照ピクチャの１
つから生成され得る。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャメモリ９６に記憶された参照
ピクチャに基づいて、デフォルトの構成技法または任意の他の技法を使用して、参照フレ
ームリストのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０およびＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１を構成し得る。ビデ
オブロックが本明細書で説明するイントラＢＣモードに従ってコーディングされるとき、
予測処理ユニット８１のイントラＢＣユニット８５は、エントロピー復号ユニット８０か
ら受信されたブロックベクトルおよび他のシンタックス要素に基づいて、現在のビデオブ
ロックのための予測ブロックを生成する。予測ブロックは、ビデオエンコーダ２０によっ
て定義され、再構成領域メモリ９２から取り出される現在のビデオブロックと同じピクチ
ャ内の再構成領域内にあり得る。
【０１２４】
　[0130]　動き補償ユニット８２およびイントラＢＣユニット８５は、ベクトルと他のシ
ンタックス要素とをパースすることによって現在のビデオスライスのビデオブロックにつ
いての予測情報を決定し、その予測情報を使用して、復号されている現在のビデオブロッ
クのための予測ブロックを生成する。例えば、動き補償ユニット８２は、ビデオスライス
のビデオブロックをコーディングするために使用される予測モード（例えば、イントラ予
測またはインター予測）と、インター予測スライスタイプ（例えば、ＢスライスまたはＰ
スライス）と、スライス用の参照ピクチャリストのうちの１つまたは複数についての構成
情報と、スライスの各インター符号化ビデオブロックについての動きベクトルと、スライ
スの各インターコード化ビデオブロックについてのインター予測ステータスと、現在のビ
デオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報とを決定するために、受信さ
れたシンタックス要素のうちのいくつかを使用する。同様に、イントラＢＣユニット８５
は、現在のビデオブロックがイントラＢＣモードを使用して予測されたこと、ピクチャの
どのビデオブロックが再構成領域内にあり、再構成領域メモリ９２中に記憶されるべきで
あるかを示す構成情報、スライスのイントラＢＣ予測された各ビデオブロックのブロック
ベクトル、スライスのイントラＢＣ予測された各ビデオブロックのイントラＢＣ予測ステ
ータス、および現在のビデオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報を決
定するために、受信されたシンタックス要素のいくつか、例えばフラグを使用し得る。
【０１２５】
　[0131]　動き補償ユニット８２およびイントラＢＣユニット８５はまた、補間フィルタ
に基づいて補間を行い得る。動き補償ユニット８２およびイントラＢＣユニット８５は、
予測ブロックのサブ整数ピクセルの補間値を計算するために、ビデオブロックの符号化中
にビデオエンコーダ２０によって使用されたのと同様に、補間フィルタを使用し得る。こ
の場合、動き補償ユニット８２およびイントラＢＣユニット８５は、受信されたシンタッ
クス要素からビデオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタを決定し、予測ブロ
ックを生成するためにそれらの補間フィルタを使用し得る。
【０１２６】
　[0132]　逆量子化処理ユニット８６は、ビットストリーム中で与えられ、エントロピー
復号ユニット８０によって復号された、量子化変換係数を逆量子化（inverse quantize）
、すなわち、逆量子化（dequantize）する。逆量子化プロセスは、ビデオエンコーダ２０
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によって算出された量子化パラメータをビデオスライス中のビデオブロックごとに使用し
て、適用すべき量子化の程度を決定し、同様に、適用すべき逆量子化の程度を決定するこ
とを含み得る。逆変換処理ユニット８８は、ピクセル領域において残差ブロックを生成す
るために、逆変換、例えば、逆ＤＣＴ、逆整数変換、または概念的に同様の逆変換処理を
変換係数に適用する。
【０１２７】
　[0133]　動き補償ユニット８２またはイントラＢＣユニット８５が、ベクトルおよび他
のシンタックス要素に基づいて現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成した後
に、ビデオデコーダ３０は、逆変換処理ユニット８８からの残差ブロックを動き補償ユニ
ット８２およびイントラＢＣユニット８５によって生成された対応する予測ブロックと加
算することによって、復号ビデオブロックを形成する。加算器９０は、再構成ビデオブロ
ックを生成するためにこの加算演算を行う１つの構成要素または複数の構成要素を表す。
【０１２８】
　[0134]　再構成領域メモリ９２は、本明細書で説明するように、ビデオエンコーダ２０
による現在のビデオブロックのイントラＢＣのための再構成領域の定義に従って再構成ビ
デオブロックを記憶する。再構成領域メモリ９２は、フィルタ処理ユニット９４によって
インループフィルタ処理されていない再構成ビデオブロックを記憶し得る。加算器９０は
、再構成領域メモリ９２と並行してフィルタ処理ユニット９４に再構成ビデオブロックを
与え得、または再構成領域メモリ９２は、イントラＢＣのために再構成領域がもはや必要
なくなったときにフィルタ処理ユニット９４に再構成ビデオブロックを解放し得る。いず
れの場合も、イントラＢＣユニット８５は、再構成領域メモリ９２から現在のビデオブロ
ックのための予測ビデオブロックを取り出す。
【０１２９】
　[0135]　フィルタ処理ユニット９４は、再構成ビデオブロックに対してインループフィ
ルタ処理を行い得る。インループフィルタ処理は、再構成されたビデオからブロッキネス
アーティファクトを除去するためにブロック境界をフィルタ処理するためのデブロックフ
ィルタ処理を含み得る。インループフィルタ処理はまた、再構成されたビデオを改善する
ためにＳＡＯフィルタ処理を含み得る。再構成ブロックは、そのうちのいくつかがインル
ープフィルタ処理され得、参照ピクチャとして参照ピクチャメモリ９６中に記憶され得る
。参照ピクチャは、後続のビデオフレームまたはピクチャ中のブロックをインター予測す
るために、動き補償ユニット８２によって予測ブロックとして使用され得る再構成ブロッ
クを含み得る。参照ピクチャメモリ９６はまた、図１のディスプレイデバイス３１などの
ディスプレイデバイス上で後で提示するために復号ビデオを記憶する。
【０１３０】
　[0136]　図４に、本開示の技法による、イントラＢＣを含むイントラ予測プロセスの一
例を示す。１つの例示的なイントラ予測プロセスによれば、ビデオエンコーダ２０は、例
えば、コーディングされるべき現在のブロックと同じピクチャ中のビデオデータの前にコ
ーディングされ、再構成されたブロックのセットから、予測子ビデオブロックを選択し得
る。図４の例において、再構成領域１０８は、前にコーディングされ、再構成されたビデ
オブロックのセットを含む。再構成領域１０８中のブロックは、ビデオデコーダ３０によ
って復号および再構成され、再構成領域メモリ９２中に記憶されているブロック、または
ビデオエンコーダ２０の再構築ループ中で復号および再構成され、再構成領域メモリ６４
中に記憶されているブロックを表し得る。現在のブロック１０２は、コーディングされる
べき現在のビデオブロックを表す。予測子ブロック１０４は、現在のブロック１０２のイ
ントラＢＣ予測のために使用される、現在のブロック１０２と同じピクチャ中の再構成ビ
デオブロックを表す。
【０１３１】
　[0137]　例示的なイントラ予測プロセスにおいて、ビデオエンコーダ２０は、残差信号
とともに、現在のブロック１０２に対する予測子ブロック１０４の位置を示すブロックベ
クトル１０６を決定し、符号化し得る。例えば、図４によって示されるように、ブロック
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ベクトル１０６は、現在のブロック１０２の左上隅に対する予測子ブロック１０４の左上
隅の位置を示し得る。予測子ブロック１０４は、例えば、予測子ブロックと現在のブロッ
クとの間のピクセル差分に基づいて現在のブロック１０２に最も厳密に一致することがわ
かったブロックであり得る。さらに、予測子ブロック１０４は、再構成ピクセルデータか
ら整数ピクセル精度で形成されるか、または補間によって形成される分数ピクセル精度ブ
ロックを表し得る。上記で説明したように、ブロックベクトル１０６は、オフセットベク
トル、変位ベクトル、または動きベクトル（ＭＶ）と呼ばれることもある。ビデオデコー
ダ３０は、現在のＣＵを復号するために符号化された情報を利用する。
【０１３２】
　[0138]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ブロックベクトルコーディングの効
率は、イントラＢＣブロックベクトルフィールドの特性に鑑みてコーディング方式を実施
することによって改善され得る。本開示の技法は、別個に、または、組み合わせて実施さ
れ得る。例えば、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、各技法を別個に実
施し得るか、あるいは１つまたは複数の技法を組み合わせて実施し得る。例えば、本開示
は、ブロックベクトル（ＢＶ）をより効率的にコーディングするためにいくつかの技法を
提案する。
【０１３３】
　[0139]　これらの技法を、ブロックベクトル１０６の水平変位成分１１２（すなわち、
ＢＶ＿ｘ）を参照しながら説明するが、それらは、ブロックベクトル１０６の垂直変位成
分１１０（すなわち、ＢＶ＿ｙ）に等しく適用可能であり得る。これらの技法は、１次元
ブロックベクトルの成分と２次元ブロックベクトルの成分（すなわち、水平成分および垂
直成分）の一方または両方との両方に使用され得る。さらに、これらの技法は、ｂ０、ｂ
１、．．．、ｂｎを含むＢＶ＿ｘの２値化ストリングに言及し、ここで、ｂｉは、ストリ
ング中のｉ番目のビンである。
【０１３４】
　[0140]　いくつかの例において、シンタックス要素によって表されるブロックベクトル
の成分の値は、成分の実測値であり得る。例えば、ブロックベクトルの成分の値が－７で
ある例において、その成分の実測値は－７であり得る。いくつかの例において、シンタッ
クス要素によって表されるブロックベクトルの成分の値は、成分の予測子（例えば、デフ
ォルト値、成分の前の値、隣接ブロックからの成分の値）と成分の実測値との間の差に対
応する成分の差分値であり得る。差分値は、ブロックベクトル差分（ＢＶＤ）と呼ばれる
ことがある。いくつかの例において、ビデオエンコーダ２０は、成分の予測子から成分の
実測値を減算することによって成分の差分値を決定し得る。同様に、いくつかの例におい
て、ビデオデコーダ３０は、成分の予測子に成分の差分値を加算することによって成分の
実測値を決定し得る。
【０１３５】
　[0141]　ＢＶＤ値をコーディングするためのこれらの技法は、エンコーダ２０のエント
ロピー符号化ユニットによって、またはデコーダ３０のエントロピー復号ユニットによっ
て実施され得る。他の例において、これらの技法は、エンコーダ２０の予測処理ユニット
によって、またはデコーダ３０の予測処理ユニットによって実施され得る。いくつかの例
において、これらの技法は、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３０とのユニットの
任意の組合せによって実施され得る。例えば、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３
０とが統合回路（ＩＣ）またはマイクロコントローラとして実施される例において、これ
らの技法は、ハードワイヤード論理であり得るＩＣまたはマイクロコントローラの１つま
たは複数のユニットによって実施され得る。
【０１３６】
　[0142]　ビデオエンコーダ２０またはビデオデコーダ３０などのビデオコーダは、通常
のビン（例えば、ＣＡＢＡＣを使用してコーディングされたビン）と通常でないビン（例
えば、バイパスモードでコーディングされたビン）とのグルーピングをもつ高次指数ゴロ
ム（ＥＧ）を使用してＢＶＤをコーディングし得る。以下の例示的な技法を、水平ＢＶＤ
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成分に関して説明するが、これらの技法は、垂直成分に同様に適用可能であり得る。
【０１３７】
　[0143]　この例において、ブロックベクトルの水平成分は、ＢＶｘとして示され、ＢＶ
ｘの２値化ストリングは、ｂ0　ｂ1．．．ｂnとして示され、ここで、ｂiが、ストリング
中のｉ番目のビンである。
【０１３８】
　[0144]　いくつかの例において、第１のビンｂ0は、ブロックベクトルの水平成分の絶
対値が０よりも大きいか否か（すなわち、ａｂｓ（ＢＶｘ）＞０であるか否かを）を示し
得る。例えば、ブロックベクトルの水平成分の絶対値が０よりも大きい場合、第１のビン
ｂ0の値は１であり得る（すなわち、ａｂｓ（ＢＶｘ）＞０の場合、ｂ0＝１である）。同
様に、ブロックベクトルの水平成分の絶対値が０よりも大きくない場合、第１のビンｂ0

の値は０であり得る（すなわち、ａｂｓ（ＢＶｘ）≦０の場合、ｂ0＝０である）。いく
つかの例において、第１のビンｂ0は、コンテキストをもつＣＡＢＡＣを使用して符号化
され得る。いくつかの例において、水平成分のための第１のビンｂ0と垂直成分のための
第１のビンｂ0とは、別個のコンテキストを有し得る。いくつかの例において、水平成分
のための第１のビンｂ0と垂直成分のための第１のビンｂ0とは、同じコンテキストを共有
し得る。
【０１３９】
　[0145]　いくつかの例において、第２のビンｂ1は、水平成分の絶対値が、コードのセ
ットの次数に基づくしきい値よりも大きいかどうかを示し得る。いくつかの例において、
しきい値は、コードの次数だけ左シフトされた数１（例えば、１＜＜次数）であり得る。
例えば、絶対値がしきい値よりも大きくない場合、第２のビンｂ1の値は０であり得る（
すなわち、ａｂｓ（ＢＶｘ）≦（１＜＜次数））の場合、ｂ0＝０である）。同様に、絶
対値がしきい値よりも大きい場合、第２のビンｂ1の値は１であり得る（すなわち、ａｂ
ｓ（ＢＶｘ）＞（１＜＜次数））の場合、ｂ0＝１である）。いくつかの例において、第
２のビンｂ1は、コンテキストをもつＣＡＢＡＣを使用して符号化され得る。いくつかの
例において、水平成分のための第２のビンｂ1と垂直成分のための第２のビンｂ1とは、別
個のコンテキストを有し得る。いくつかの例において、水平成分のための第２のビンｂ1

と垂直成分のための第２のビンｂ1とは、同じコンテキストを共有し得る。
【０１４０】
　[0146]　水平成分の絶対値がしきい値よりも大きくない場合（すなわち、ビンｂ1＝＝
０である場合）、残りのビンは、コードのセットの次数に基づいた長さをもつ固定長コー
ドを使用してコーディングされ得る。水平成分の絶対値がしきい値よりも大きい場合（す
なわち、ビンｂ1＝＝１である場合）、残りのビンｂ2　ｂ3．．．は、ａｂｓ（ＢＶｘ）
－（１＜＜次数）－１の値を表し得、バイパスモードでコードのセットを使用してコーデ
ィングされ得る。例えば、コードのセットが、次数４をもつ指数ゴロムコードのセットで
ある場合、ａｂｓ（ＢＶｘ）－（１＜＜次数）－１の値は、次数４をもつ指数ゴロムコー
ドのセットを使用してコーディングされ得る。いくつかの例では、指数ゴロム符号の他の
次数、例えば、１、２、３、５が使用され得る。いくつかの例では、他のコード、例えば
、ゴロムライスコードが使用され得る。
【０１４１】
　[0147]　いくつかの例において、最後のビンは、ＢＶｘの符号を示し得る。いくつかの
例において、最後のビンは、いかなるコンテキストもなしにバイパスモードで符号化され
得る。
【０１４２】
　[0148]　いくつかの例において、上記のプレフィックス／通常のビンについてのコンテ
キストは、成分にわたってまたはビンにわたってまたはその両方にわたって共有され得る
。すなわち、ｉ番目のビンのためのｂiについてのコンテキストは、水平および垂直成分
についてのコンテキストを共有し、すなわち、水平および垂直成分について同じコンテキ
ストを有し得、または水平および垂直成分について異なるコンテキストを有し得る。いく
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同じコンテキストを共有し得る。いくつかの例において、コンテキストは、ＢＶＤコーデ
ィングのためのビンとＨＥＶＣにおけるＭＶＤコーディングのためのビンとの間で共有さ
れ得る。
【０１４３】
　[0149]　以下の表（１）～表（３）は、本開示の１つまたは複数の技法を実施するため
のＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５に記載されているＢＶＤ技法への例示的な変更を示すシンタッ
クステーブルである。ＪＣＴＶＣ－Ｐ１００５に対して、追加が、イタリック体でマーキ
ングされ、削除が取り消し線によってマーキングされている。
【０１４４】
【表１】

【０１４５】
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【表２】

【０１４６】
【表３】

【０１４７】
　[0150]　以下のセマンティクスは、上記のシンタックステーブルに記載されているシン
タックス要素のうちのいくつかについての例示的な定義を記述する。
【０１４８】
　[0151]　ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ０＿ｆｌａｇ［ｃｏｍｐ
Ｉｄｘ]は、ブロックベクトル成分差の絶対値が０よりも大きいかどうかを指定し得る。
【０１４９】
　[0152]　ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１６＿ｆｌａｇ［ｃｏｍ
ｐＩｄｘ］は、ブロックベクトル成分差の絶対値が１６よりも大きいかどうかを指定し得
る。ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｇｒｅａｔｅｒ１６＿ｆｌａｇ［ｃｏｍｐＩｄ
ｘ］は、存在しないとき、０に等しくなると推論され得る。
【０１５０】
　[0153]　ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｃｏｍｐＩｄｘ］に１を
加算したものは、ブロックベクトル成分差の絶対値を指定し得る。ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ａ
ｂｓ＿ｂｖｄ＿ｍｉｎｕｓ１［ｃｏｍｐＩｄｘ］は、存在しないとき、－１に等しくなる
と推論され得る。ＢＶ－１＜＜ＥＧｏｒｄｅｒ－１
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　[0154]　ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ｂｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇ［ｃｏｍｐＩｄｘ］は、ブロ
ックベクトル成分差の符号を次のように指定し得る。ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ｂｖｄ＿ｓｉｇ
ｎ＿ｆｌａｇ［ｃｏｍｐＩｄｘ］が０に等しくなる場合、対応するブロックベクトル成分
差は、正値を有し得る。そうでない場合（ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ｂｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａ
ｇ［ｃｏｍｐＩｄｘ］が１に等しくなる場合）、対応するブロックベクトル成分差は、負
値を有し得る。ｉｎｔｒａ＿ｂｃ＿ｂｖｄ＿ｓｉｇｎ＿ｆｌａｇ［ｃｏｍｐＩｄｘ］は、
存在しないとき、０に等しくなると推論され得る。
【０１５１】
　[0155]　ブロックベクトル差分、ｃｏｍｐＩｄｘ＝０．．１についてのＢｖｄＩｎｔｒ
ａ［ｃｏｍｐＩｄｘ］は、以下の式（２）に従ったものであり得る。
【０１５２】
【数２】

【０１５３】
　[0156]　表（１）～表（３）中の記述子は、次のように定義され得る。
【０１５４】
　[0157]　ａｅ（ｖ）：コンテキスト適応型の算術エントロピーコード化シンタックス要
素。
【０１５５】
　[0158]　ｆ（ｎ）：左ビットを最初に（左から右に）記載したｎ個のビットを使用する
固定パターンビットストリング。
【０１５６】
【表４】

【０１５７】
　[0159]　図５は、本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測
子ブロックを識別するブロックベクトルを復号するためのビデオデコーダの例示的な動作
を示す流れ図である。図５の技法は、図１および図３に示したビデオデコーダ３０などの
１つまたは複数のビデオデコーダによって行われ得る。説明のために、図５の技法につい
てビデオデコーダ３０のコンテキスト内で説明するが、ビデオデコーダ３０の構成とは異
なる構成を有するビデオデコーダが図５の技法を行い得る。
【０１５８】
　[0160]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオデコーダ３０は、符号化ビデ
オビットストリーム中で、現在のブロックについて、現在のブロックが常駐するピクチャ
中の予測子ブロック（例えば、図４の予測子ブロック１０４）と現在のブロックとの間の
ピクセル差分を表す残差ブロックと、現在のブロック（例えば、図４の現在のブロック１
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０２）と予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベクトル（例えば、図４のブロック
ベクトル１０６）の成分のシンタックス要素のセットとを受信し得る（５０２）。一例と
して、ブロックベクトルの水平成分（例えば、図４のブロックベクトル１０６の水平成分
１１２）は、予測子ブロックと現在のブロックとの間の水平変位を表し得る。別の例とし
て、ブロックベクトルの垂直成分（例えば、図４のブロックベクトル１０６の垂直成分１
１０）は、予測子ブロックと現在のブロックとの間の垂直変位を表し得る。
【０１５９】
　[0161]　ビデオデコーダ３０は、ブロックベクトルの成分の値を決定するためにシンタ
ックス要素のセットを復号し得る（５０４）。例えば、ビデオデコーダ３０は、図６の技
法に従って、ブロックベクトルの成分の値を決定するためにシンタックス要素のセットを
復号し得る。
【０１６０】
　[0162]　いくつかの例において、シンタックス要素によって表されるブロックベクトル
の成分の値は、成分の実測値であり得る。例えば、ブロックベクトルの成分の値が－７で
ある上記の例において、その成分の実測値は－７であり得る。いくつかの例において、シ
ンタックス要素によって表されるブロックベクトルの成分の値は、成分の予測子（例えば
、成分の前の値）と成分の実測値との間の差に対応する成分の差分値であり得る。そのよ
うな例のうちのいくつかにおいて、ビデオデコーダ３０は、成分の予測子に成分の差分値
を加算することによって成分の実測値を決定し得る。
【０１６１】
　[0163]　ビデオデコーダ３０は、成分の値に基づいて予測子ブロックを決定し（５０６
）、残差ブロックとブロックベクトルによって識別される予測子ブロックとに基づいて現
在のブロックを再構成し得る（５０８）。このようにして、ビデオデコーダ３０は、現在
のブロックを復号し得る。
【０１６２】
　[0164]　図６は、本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測
子ブロックを識別するブロックベクトルを復号するためのビデオデコーダの例示的な動作
のさらなる詳細を示す流れ図である。図６の技法は、図１および図３に示したビデオデコ
ーダ３０などの１つまたは複数のビデオデコーダによって行われ得る。説明のために、図
６の技法についてビデオデコーダ３０のコンテキスト内で説明するが、ビデオデコーダ３
０の構成とは異なる構成を有するビデオデコーダが図６の技法を行い得る。
【０１６３】
　[0165]　上記で説明したように、ビデオデコーダ３０は、ブロックベクトルの成分の値
を決定するためにシンタックス要素のセットを復号し得る（５０４）。本開示の１つまた
は複数の技法によれば、ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット８０は、ブロッ
クベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素の
セットの第１のシンタックス要素を復号し得る（６０２）。
【０１６４】
　[0166]　成分の絶対値が０よりも大きくないとエントロピー復号ユニット８０が決定す
る場合（６０４の「いいえ」分岐）、エントロピー復号ユニット８０は、成分の値が０で
あると決定し、成分の値に基づいて、予測子ブロックを決定し得る（５０６）。成分の絶
対値が０よりも大きいとエントロピー復号ユニット８０が決定する場合（６０４の「はい
」分岐）、エントロピー復号ユニット８０は、成分の絶対値がコードのセットの次数に基
づくしきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素のセットの第２のシ
ンタックス要素を復号し得る（６０６）。上記で説明したように、いくつかの例では、コ
ードのセットが、成分の絶対値の表現を符号化するために使用され得る。第１のシンタッ
クス要素と第２のシンタックス要素とに基づいて、エントロピー復号ユニット８０は、成
分の絶対値が１と１６との間にあると決定することが可能であり得る。
【０１６５】
　[0167]　成分の絶対値がしきい値よりも大きいとエントロピー復号ユニット８０が決定
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する場合（６０８の「はい」分岐）、エントロピー復号ユニット８０は、コードのセット
を使用して、成分の絶対値からオフセットを減じたものを決定するために第３のシンタッ
クス要素を復号し得る（６１０）。成分の絶対値がしきい値よりも大きくないとエントロ
ピー復号ユニット８０が決定する場合（６０８の「いいえ」分岐）、エントロピー復号ユ
ニット８０は、コードの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、成分の絶対
値から１を減じたものを決定するために第３のシンタックス要素を復号し得る（６１４）
。
【０１６６】
　[0168]　いくつかの例において、エントロピー復号ユニット８０は、成分の値が正であ
るのか、または負であるのかを決定するために第４のシンタックス要素を復号し得る（６
１２）。上記の決定に基づいて、エントロピー復号ユニット８０は、成分の実測値を決定
し得、予測処理ユニット８１など、デコーダ３０の１つまたは複数の他の構成要素に値を
出力し得、これは、成分の値に基づいて、予測子ブロックを決定し得る（５０６）。ブロ
ックベクトルが複数の成分を有する例において、ビデオデコーダ３０は、シンタックス要
素のそれぞれのセットに基づいてそれぞれの成分の値を決定するために上記の動作を行い
得る。
【０１６７】
　[0169]　図７は、本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測
子ブロックを識別するブロックベクトルを符号化するためのビデオエンコーダの例示的な
動作を示す流れ図である。図７の技法は、図１および図２に示したビデオエンコーダ２０
などの１つまたは複数のビデオエンコーダによって行われ得る。説明のために、図７の技
法についてビデオエンコーダ２０のコンテキスト内で説明するが、ビデオエンコーダ２０
の構成とは異なる構成を有するビデオエンコーダが図７の技法を行い得る。
【０１６８】
　[0170]　本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオエンコーダ２０は、ビデオデ
ータの現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号化されたブ
ロックからビデオデータの現在のブロック（例えば、図４の現在のブロック１０２）のた
めの予測子ブロック（例えば、図４の予測子ブロック１０４）を選択し得る（７０２）。
【０１６９】
　[0171]　ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータの現在のブロックと予測子ブロックと
の間の変位を表すブロックベクトル（例えば、図４のブロックベクトル１０６）の成分の
値を決定し得る（７０４）。いくつかの例において、シンタックス要素によって表される
ブロックベクトルの成分の値は、成分の実測値であり得る。例えば、ブロックベクトルの
成分の値が－７である例において、その成分の実測値は－７であり得る。いくつかの例に
おいて、シンタックス要素によって表されるブロックベクトルの成分の値は、成分の予測
子（例えば、成分の前の値）と成分の実測値との間の差に対応する成分の差分値であり得
る。そのような例のうちのいくつかにおいて、ビデオエンコーダ２０は、成分の予測子か
ら成分の実測値を減算することによって成分の差分値を決定し得る。
【０１７０】
　[0172]　ビデオエンコーダ２０は、符号化ビデオビットストリーム中で、予測子ブロッ
クと現在のブロックとの間のピクセル差分を表す残差ブロックとブロックベクトルの成分
の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化し得る（７０６）。例えば、ビデオエン
コーダ２０は、図８の技法に従って、ブロックベクトルの成分の値を示すためにシンタッ
クス要素のセットを符号化し得る。
【０１７１】
　[0173]　ビデオエンコーダ２０は、残差ブロックとブロックベクトルによって識別され
る予測子ブロックとに基づいて現在のブロックを再構成し得る（７０８）。このようにし
て、ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータの現在のブロックを符号化し得る。
【０１７２】
　[0174]　図８は、本開示の１つまたは複数の技法による、現在のブロックのための予測
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子ブロックを識別するブロックベクトルを符号化するためのビデオエンコーダの例示的な
動作のさらなる詳細を示す流れ図である。図８の技法は、図１および図２に示したビデオ
エンコーダ２０などの１つまたは複数のビデオエンコーダによって行われ得る。説明のた
めに、図８の技法についてビデオエンコーダ２０のコンテキスト内で説明するが、ビデオ
エンコーダ２０の構成とは異なる構成を有するビデオエンコーダが図８の技法を行い得る
。
【０１７３】
　[0175]　上記で説明したように、ビデオエンコーダ２０は、符号化ビデオビットストリ
ーム中で、ブロックベクトルの成分の値を表すにシンタックス要素のセットを符号化し得
る（７０６）。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオエンコーダ２０のエント
ロピー符号化ユニット５６は、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否か
を示すシンタックス要素のセットの第１のシンタックス要素を符号化し得る（８０２）。
【０１７４】
　[0176]　成分の絶対値が０よりも大きくないとエントロピー符号化ユニット５６が決定
する場合（８０４の「いいえ」分岐）、ビデオエンコーダ２０は、成分によって識別され
る予測子ブロックと残差ブロックとに基づいて現在のブロックを再構成し得る（７０８）
。成分の絶対値が０よりも大きいとエントロピー符号化ユニット５６が決定する場合（８
０４の「はい」分岐）、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の絶対値がコードのセ
ットの次数に基づくしきい値よりも大きいか否かを示すためにシンタックス要素のセット
の第２のシンタックス要素を符号化し得る（８０６）。上記で説明したように、いくつか
の例では、コードのセットが、成分の絶対値の表現を符号化するために使用され得る。
【０１７５】
　[0177]　成分の絶対値がしきい値よりも大きいとエントロピー符号化ユニット５６が決
定する場合（８０８の「はい」分岐）、エントロピー符号化ユニット５６は、コードのセ
ットを使用して、成分の絶対値からオフセットを減じたものを示すために第３のシンタッ
クス要素を符号化し得る（８１０）。成分の絶対値がしきい値よりも大きくないとエント
ロピー符号化ユニット５６が決定する場合（８０８の「いいえ」分岐）、エントロピー符
号化ユニット５６は、コードの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、成分
の絶対値から１を減じたものを示すために第３のシンタックス要素を符号化し得る（８１
４）。
【０１７６】
　[0178]　いずれの場合も、エントロピー符号化ユニット５６は、成分の値が正であるの
か、または負であるのかを示すために第４のシンタックス要素を符号化し得（８１２）、
ビデオエンコーダ２０は、成分によって識別される予測子ブロックと残差ブロックとに基
づいて現在のブロックを再構成し得る（７０８）。ブロックベクトルが複数の成分を有す
る例において、ビデオエンコーダ２０は、それぞれの成分の値を表すためにシンタックス
要素のそれぞれのセットを符号化するために上記の動作を行い得る。
【０１７７】
　[0179]　以下の番号付けされた例に、本開示の１つまたは複数の態様を示し得る。
【０１７８】
　[0180]　例１．　ビデオデータを符号化するための方法であって、符号化ビデオビット
ストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブロックと、現在のブロ
ックと現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの予測子ブロックとの間の変
位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要素のセットとを受信することと
、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するためにシンタック
ス要素のセットの第１のシンタックス要素を復号することと、ブロックベクトルの成分の
絶対値が０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセ
ットの次数に基づくしきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素のセ
ットの第２のシンタックス要素を復号することと、ブロックベクトルの成分の絶対値がし
きい値よりも大きいことに基づいて、コードのセットを使用して、ブロックベクトルの成
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分の絶対値からコードのセットの次数に基づくオフセットを減じたものを決定するために
シンタックス要素のセットの第３のシンタックス要素を復号することと、ブロックベクト
ルの成分の絶対値が０よりも大きいことに基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正で
あるのか、または負であるのかを決定するためにシンタックス要素のセットの第４のシン
タックス要素を復号することとを少なくとも行うことによってブロックベクトルの成分の
値を決定するためにシンタックス要素のセットを復号することと、ブロックベクトルの成
分の値に基づいて、ビデオデータの予測子ブロックを決定することと、ビデオデータの予
測子ブロックと残差ブロックとに基づいてビデオデータの現在のブロックを再構成するこ
ととを備える方法。
【０１７９】
　[0181]　例２．　ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きくないことに
基づいて、コードのセットの次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して、ブロッ
クベクトルの成分の絶対値から１を減じたものを決定するために第３のシンタックス要素
を復号することをさらに備える、例１の方法。
【０１８０】
　[0182]　例３．　コードのセットが、次数の指数ゴロムコードのセットを備える、例１
～２の任意の組合せの方法。
【０１８１】
　[0183]　例４．　次数が４である、例１～３の任意の組合せの方法。
【０１８２】
　[0184]　例５．　しきい値の値が、式ｔｈ＝１＜＜次数に従って決定され、ここで、ｔ
ｈが、しきい値の値であり、次数が、次数であり、＜＜が、左シフト演算である、例１～
４の任意の組合せの方法。
【０１８３】
　[0185]　例６．　オフセットの値がしきい値から１を減じたものである、例１～５の任
意の組合せの方法。
【０１８４】
　[0186]　例７．　シンタックス要素のセットの第５のシンタックス要素に基づいて、成
分の最大値に基づいて成分の値が符号化されるかどうかを決定することと、成分の値が成
分の最大値に基づいて符号化されることに基づいて、成分の最大値を決定することと、成
分の値が、成分の最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して符号化されると
決定することと、固定長コードを使用して成分の値を復号することとをさらに備える、例
１～６の任意の組合せの方法。
【０１８５】
　[0187]　例８．　ブロックベクトルの成分に対応する複数のシンタックス要素を受信す
ることが、ブロックベクトルの水平成分に対応するシンタックス要素の第１のセットを受
信することと、ここにおいて、水平成分が、ビデオデータの予測子ブロックとビデオデー
タの現在のブロックとの間の水平変位を表す、ブロックベクトルの垂直成分に対応するシ
ンタックス要素の第２のセットを受信することと、ここにおいて、垂直成分が、ビデオデ
ータの予測子ブロックとビデオデータの現在のブロックとの間の垂直変位を表す、を備え
る、例１～７の任意の組合せの方法。
【０１８６】
　[0188]　例９．　第１のシンタックス要素が、水平成分の第１のシンタックス要素と垂
直成分の第１のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について別個のコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平成
分の第１のシンタックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素とを復号することをさ
らに備える、例１～８の任意の組合せの方法。
【０１８７】
　[0189]　例１０．　第１のシンタックス要素が、水平成分の第１のシンタックス要素と
垂直成分の第１のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について同じコンテキスト
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をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平成
分の第１のシンタックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素とを復号することをさ
らに備える、例１～８の任意の組合せの方法。
【０１８８】
　[0190]　例１１．　第２のシンタックス要素が、水平成分の第２のシンタックス要素と
垂直成分の第２のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平
成分の第２のシンタックス要素と垂直成分の第２のシンタックス要素とを復号することを
さらに備える、例１～１０の任意の組合せの方法。
【０１８９】
　[0191]　例１２．　第２のシンタックス要素が、水平成分の第２のシンタックス要素と
垂直成分の第２のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平成
分の第２のシンタックス要素と垂直成分の第２のシンタックス要素とを復号することをさ
らに備える、例１～１０の任意の組合せの方法。
【０１９０】
　[0192]　例１３．　方法がワイヤレス通信デバイスによって実行可能である、ここにお
いて、デバイスが、ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、前記メモリ中に
記憶されたビデオデータを処理するための命令を実行するように構成されるプロセッサと
、符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機とを備える、例１～
１２の任意の組合せの方法。
【０１９１】
　[0193]　例１４．　ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、符号化ビデオビッ
トストリームが、受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、例１
～１３の任意の組合せの方法。
【０１９２】
　[0194]　例１５．　ビデオデータをコーディングするためのデバイスであって、ビデオ
データを記憶するように構成されるメモリと、例１～１２の任意の組合せの方法を行うよ
うに構成される１つまたは複数のプロセッサとを備えるデバイス。
【０１９３】
　[0195]　例１６．　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、例１～１２の任
意の組合せの方法を行うための手段を備えるデバイス。
【０１９４】
　[0196]　例１７．　実行されたとき、１つまたは複数のプロセッサアデバイスに、例１
～１２の任意の組合せの方法を行うことをさせる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒
体。
【０１９５】
　[0197]　例１８．　ビデオデータを符号化するための方法であって、ビデオデータの現
在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号化されたブロックか
らビデオデータの現在のブロックのための予測子ブロックを選択することと、ブロックベ
クトルの成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセットの第１の
シンタックス要素を符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大き
いことに基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値がコードのセットの次数に基づくし
きい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素のセットの第２のシンタックス要素を
符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きいことに基づ
いて、コードのセットを使用して、ブロックベクトルの成分の絶対値からコードのセット
の次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素のセットの第３のシンタ
ックス要素を符号化することと、ブロックベクトルの成分の絶対値が０よりも大きいこと
に基づいて、ブロックベクトルの成分の値が正であるのか、または負であるのかを示すシ
ンタックス要素のセットの第４のシンタックス要素を符号化することとを少なくとも行う
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ことによって、符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックにつ
いて、残差ブロックと、ビデオデータの現在のブロックと予測子ブロックとの間の変位を
表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化することと
を備える方法。
【０１９６】
　[0198]　例１９．　ブロックベクトルの成分の絶対値がしきい値よりも大きくないこと
に基づいて、ブロックベクトルの成分の絶対値から１を減じたもの示すためにシンタック
ス要素のセットの第３のシンタックス要素を生成することと、コードのセットの次数に等
しい長さを有する固定長コードを使用して第３のシンタックス要素を符号化することを決
定することとをさらに備える、例１８の方法。
【０１９７】
　[0199]　例２０．　コードのセットが、次数の指数ゴロムコードのセットを備える、例
１８～１９の任意の組合せの方法。
【０１９８】
　[0200]　例２１．　次数が４である、例１８～２０の任意の組合せの方法。
【０１９９】
　[0201]　例２２．　しきい値の値が、式ｔｈ＝１＜＜次数に従って決定され、ここで、
ｔｈが、しきい値の値であり、次数が、次数であり、＜＜が、左シフト演算である、例１
８～２１の任意の組合せの方法。
【０２００】
　[0202]　例２３．　オフセットの値がしきい値から１を減じたものである、例１８～２
２の任意の組合せの方法。
【０２０１】
　[0203]　例２４．　成分の最大値に基づいて成分の値を符号化すべきかどうかを決定す
ることと、成分の最大値に基づいて成分の値を符号化することを決定することに応答して
、成分の最大値に基づいて成分の値が符号化されるかどうかを示すシンタックス要素のセ
ットの第５のシンタックス要素を生成することと、成分の最大値を決定することと、成分
の最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して成分の値を符号化することとを
さらに備える、例１８～２３の任意の組合せの方法。
【０２０２】
　[0204]　例２５．　複数のシンタックス要素を符号化することが、ブロックベクトルの
水平成分に対応する第１の複数のシンタックス要素を符号化することと、ここにおいて、
水平成分が、ビデオデータの予測子ブロックとビデオデータの現在のブロックとの間の水
平変位を表す、ブロックベクトルの垂直成分に対応する第２の複数のシンタックス要素を
符号化することと、ここにおいて、垂直成分が、ビデオデータの予測子ブロックとビデオ
データの現在のブロックとの間の垂直変位を表す、を備える、例１８～２４の任意の組合
せの方法。
【０２０３】
　[0205]　例２６．　第１のシンタックス要素が、水平成分の第１のシンタックス要素と
垂直成分の第１のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平
成分の第１のシンタックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素とを符号化すること
をさらに備える、例１８～２５の任意の組合せの方法。
【０２０４】
　[0206]　例２７．　第１のシンタックス要素が、水平成分の第１のシンタックス要素と
垂直成分の第１のシンタックス要素とを含み、本方法が、成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、水平成
分の第１のシンタックス要素と垂直成分の第１のシンタックス要素とを符号化することを
さらに備える、例１８～２６の任意の組合せの方法。
【０２０５】
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　[0207]　例２８．　ビデオデータを符号化するためのデバイスであって、ビデオデータ
を記憶するように構成されるメモリと、例１８～２７の任意の組合せの方法を行うように
構成される１つまたは複数のプロセッサとを備えるデバイス。
【０２０６】
　[0208]　例２９．　ビデオデータを符号化するためのデバイスであって、例１８～２７
の任意の組合せの方法を行うための手段を備えるデバイス。
【０２０７】
　[0209]　例３０．　実行されたとき、１つまたは複数のプロセッサアデバイスに、例１
８～２７の任意の組合せの方法を行うことをさせる命令を記憶したコンピュータ可読記憶
媒体。
【０２０８】
　[0210]　１つまたは複数の例において、説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれの任意の組合せで実施され得る。ソフトウェアで実施され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベースの処
理ユニットによって実行され得る。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有形
媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、例えば、通信プロトコルに従って、
ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む
通信媒体を含み得る。このようにして、コンピュータ可読媒体は、一般に、（１）非一時
的である有形コンピュータ可読記憶媒体、または（２）信号もしくは搬送波などの通信媒
体に対応し得る。データ記憶媒体は、本開示で説明した技法の実施のための命令、コード
および／またはデータ構造を取り出すために、１つまたは複数のコンピュータあるいは１
つまたは複数のプロセッサによってアクセスされ得る、任意の利用可能な媒体であり得る
。コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読媒体を含み得る。
【０２０９】
　[0211]　限定でなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージ、もしくは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメモリ、または
、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用されコ
ンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。さらに、いかなる接
続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、命令が、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレ
ス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義
に含まれる。但し、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、
信号、または他の一時的媒体を含まないが、代わりに非一時的有形記憶媒体を対象とする
ことを理解されたい。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk
）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的
に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【０２１０】
　[0212]　命令は、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロ
プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル論理アレイ
（ＦＰＧＡ）、あるいは他の等価な集積回路またはディスクリート論理回路など、１つま
たは複数のプロセッサによって実行され得る。従って、本明細書で使用する「プロセッサ
」という用語は、上記の構造または本明細書で説明した技法の実施に好適な任意の他の構
造のいずれかを指し得る。加えて、いくつかの態様において、本明細書で説明される機能
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は、符号化および復号のために構成される専用のハードウェアおよび／もしくはソフトウ
ェアモジュール内で与えられ、または複合コーデックに組み込まれ得る。また、本技法は
、１つまたは複数の回路または論理要素において完全に実施され得る。
【０２１１】
　[0213]　本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセ
ット（例えば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実施され
得る。本開示では、様々な構成要素、モジュール、またはユニットについて、開示する技
法を行うように構成されるデバイスの機能的態様を強調するように説明したが、異なるハ
ードウェアユニットによる実現を必ずしも必要としない。むしろ、上で説明されたように
、様々なユニットが、好適なソフトウェアおよび／またはファームウェアとともに、上記
の１つまたは複数のプロセッサを含めて、コーデックハードウェアユニットにおいて組み
合わせられるか、または相互動作ハードウェアユニットの集合によって与えられ得る。
【０２１２】
　[0214]　様々な例を説明した。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲内に入る。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号するための方法であって、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブ
ロックと、前記現在のブロックと前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデー
タの予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要
素のセットとを受信することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するために
シンタックス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素の前記セットの第２のシ
ンタックス要素を復号することと、ここにおいて、前記次数が１よりも大きい、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、指数ゴロムコードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の
前記絶対値からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを決定す
るためにシンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこと
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に基づいて、指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コー
ドを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを決定
するために前記第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを決定するため
にシンタックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を復号することと
　を少なくとも行うことによって前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するた
めにシンタックス要素の前記セットを復号することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値に基づいて、ビデオデータの前記予測子ブロ
ックを決定することと、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記次数が４である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　シンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素に基づいて、前記成分の最大
値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを決定することと、
　前記成分の前記値が前記成分の前記最大値に基づいて符号化されることに基づいて、
　前記成分の前記最大値を決定することと、
　前記成分の前記値が、前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使
用して符号化されると決定することと、
　前記固定長コードを使用して前記成分の前記値を復号することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ブロックベクトルの前記成分に対応する前記複数のシンタックス要素を受信するこ
とが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する前記シンタックス要素の第１のセットを受
信することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する前記シンタックス要素の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
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分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法がワイヤレス通信デバイスによって実行可能である、ここにおいて、前記デバ
イスが、
　前記ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された前記ビデオデータを処理するための命令を実行するように構
成されるプロセッサと、
　前記符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリー
ムが、前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　ビデオデータを符号化するための方法であって、
　ビデオデータの現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号
化されたブロックからビデオデータの前記現在のブロックのための予測子ブロックを選択
することと、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと、ビデオデータの前記現在のブロックと前記予測子ブロックとの間の変位を
表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化することで
あって、少なくとも、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタック
ス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス
要素を符号化することと、ここにおいて、前記次数が１よりも大きい、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、指数ゴロムコードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の
前記絶対値からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこと
に基づいて、指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コー
ドを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示す
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ために前記第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示すシン
タックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を符号化することと
　によって符号化することと
　を備える方法。
【請求項１４】
　前記次数が４である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１７】
　前記成分の最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化すべきかどうかを決定すること
と、
　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化することを決定することに
応答して、
　　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素を生成することと、
　　前記成分の前記最大値を決定することと、
　　前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して前記成分の前
記値を符号化することと
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のシンタックス要素を符号化することが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する第１の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する第２の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を符号化することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
符号化することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスであって、
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　ビデオデータの現在のブロックに関連するデータを記憶するように構成されるメモリと
、
　１つまたは複数のプロセッサであって、
　　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのための
ブロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビ
デオデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオ
データの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づ
くしきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、ここに
おいて、前記次数が１よりも大きい、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに
応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から指数ゴロムコードの前記セッ
トの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第
３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化
または復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこ
とに応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示すために
前記第３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを
使用して、前記第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４の
シンタックス要素を決定することと
　　を行うように少なくとも前記プロセッサが構成されることによって前記ブロックベク
トルの前記成分の前記値を決定することと、
　　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの
前記現在のブロックを再構成することと
　を行うように構成される１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるデバイス。
【請求項２２】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つまたは複数のプ
ロセッサが、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第３
のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを符号化すること
　を行うように構成される、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ビデオデータの前記現在のブロックをレンダリングするように構成されるディスプレイ
、
　ここにおいて、前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つ
または複数のプロセッサが、
　　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、
残差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第
３のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを受信すること
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　を行うように構成される、
　をさらに備える、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
　実行されたとき、ビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをデバイ
スの１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であ
って、前記命令は少なくとも、
　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブ
ロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビデ
オデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデ
ータの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定することと、ここにおいて、前記ブロック
ベクトルの前記成分の前記値を決定することを前記１つまたは複数のプロセッサにさせる
前記命令が、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシン
タックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、ここにお
いて、前記次数が１よりも大きい、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに応
答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から指数ゴロムコードの前記セット
の前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３
のシンタックス要素を決定することと、
　　　指数ゴロムコードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化ま
たは復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこ
とに応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示すために
前記第３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを
使用して、前記第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示す第４
のシンタックス要素を決定することと
　を前記デバイスの前記１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を備える、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　によってビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをさせる、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１２】
　[0214]　様々な例を説明した。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲内に入る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ビデオデータを復号するための方法であって、
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　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブ
ロックと、前記現在のブロックと前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデー
タの予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要
素のセットとを受信することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するために
シンタックス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス
要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、コードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値
からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを決定するためにシ
ンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを決定する
ためにシンタックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を復号することと
　を少なくとも行うことによって前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定するために
シンタックス要素の前記セットを復号することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値に基づいて、ビデオデータの前記予測子ブロ
ックを決定することと、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
基づいて、コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して
、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを決定するために前
記第３のシンタックス要素を復号することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　コードの前記セットが、前記次数の指数ゴロムコードのセットを備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ４］
　前記次数が４である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　シンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素に基づいて、前記成分の最大
値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを決定することと、
　前記成分の前記値が前記成分の前記最大値に基づいて符号化されることに基づいて、
　前記成分の前記最大値を決定することと、
　前記成分の前記値が、前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使
用して符号化されると決定することと、
　前記固定長コードを使用して前記成分の前記値を復号することと
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　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ブロックベクトルの前記成分に対応する前記複数のシンタックス要素を受信するこ
とが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する前記シンタックス要素の第１のセットを受
信することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する前記シンタックス要素の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記方法がワイヤレス通信デバイスによって実行可能である、ここにおいて、前記デバ
イスが、
　前記ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された前記ビデオデータを処理するための命令を実行するように構
成されるプロセッサと、
　前記符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機と
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリー
ムが、前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、Ｃ１３に記
載の方法。
［Ｃ１５］
　ビデオデータを符号化するための方法であって、
　ビデオデータの現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号
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化されたブロックからビデオデータの前記現在のブロックのための予測子ブロックを選択
することと、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと、ビデオデータの前記現在のブロックと前記予測子ブロックとの間の変位を
表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化することで
あって、少なくとも、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタック
ス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを示すシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス要素を符号
化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、コードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値
からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス
要素の前記セットの第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示すシン
タックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を符号化することと
　によって符号化することと
　を備える方法。
［Ｃ１６］
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
基づいて、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すためにシンタッ
クス要素の前記セットの前記第３のシンタックス要素を生成することと、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化することを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　コードの前記セットが、前記次数の指数ゴロムコードのセットを備える、Ｃ１５に記載
の方法。
［Ｃ１８］
　前記次数が４である、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記成分の最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化すべきかどうかを決定すること
と、
　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化することを決定することに
応答して、
　　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素を生成することと、
　　前記成分の前記最大値を決定することと、
　　前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して前記成分の前
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記値を符号化することと
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記複数のシンタックス要素を符号化することが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する第１の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する第２の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を符号化することをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
符号化することをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２５］
　ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの現在のブロックに関連するデータを記憶するように構成されるメモリと
、
　１つまたは複数のプロセッサであって、
　　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのための
ブロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビ
デオデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオ
データの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値
よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに
応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値からコードの前記セットの前記次
数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３のシンタ
ックス要素を決定することと、
　　　　コードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化または復号
することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４の
シンタックス要素を決定することと
　　を行うように少なくとも前記プロセッサが構成されることによって前記ブロックベク
トルの前記成分の前記値を決定することと、
　　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの
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前記現在のブロックを再構成することと
　を行うように構成される１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるデバイス。
［Ｃ２６］
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
応答して、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すために前記第３
のシンタックス要素を決定することと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２５に記載のデバイス。
［Ｃ２７］
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つまたは複数のプ
ロセッサが、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第３
のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを符号化すること
　を行うように構成される、Ｃ２５に記載のデバイス。
［Ｃ２８］
　ビデオデータの前記現在のブロックをレンダリングするように構成されるディスプレイ
、
　ここにおいて、前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つ
または複数のプロセッサが、
　　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、
残差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第
３のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを受信すること
　を行うように構成される、
　をさらに備える、Ｃ２５に記載のデバイス。
［Ｃ２９］
　実行されたとき、ビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをデバイ
スの１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であ
って、前記命令は少なくとも、
　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブ
ロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビデ
オデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデ
ータの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定することと、ここにおいて、前記ブロック
ベクトルの前記成分の前記値を決定するように前記１つまたは複数のプロセッサにさせる
前記命令が、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシン
タックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値がコードのセットの次数に基づくしきい値よ
りも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに応
答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値からコードの前記セットの前記次数
に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３のシンタッ
クス要素を決定することと、
　　　コードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化または復号す



(61) JP 2017-523685 A 2017.8.17

ることを決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示す第４
のシンタックス要素を決定することと
　を前記デバイスの前記１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を備える、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　によってビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをさせる、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３０］
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないことに
応答して、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　コードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使用して前記第３
のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたもの示すために前記第３
のシンタックス要素を決定することと
　をさせる命令をさらに備える、Ｃ２９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【手続補正書】
【提出日】平成29年3月14日(2017.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号するための方法であって、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの現在のブロックについて、残差ブ
ロックと、前記現在のブロックと前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデー
タの予測子ブロックとの間の変位を表すブロックベクトルの成分の複数のシンタックス要
素のセットとを受信することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを決定するために
シンタックス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを決定するためにシンタックス要素の前記セットの第２のシ
ンタックス要素を復号することと、ここにおいて、前記次数が２、３、４、または５であ
る、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、指数ゴロムコードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の
前記絶対値からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを決定す
るためにシンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこと
に基づいて、指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コー
ドを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを決定
するために前記第３のシンタックス要素を復号することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを決定するため
にシンタックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を復号することと
　を少なくとも行うことによって前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するた
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めにシンタックス要素の前記セットを復号することと、
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値に基づいて、ビデオデータの前記予測子ブロ
ックを決定することと、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記次数が４である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　シンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素に基づいて、前記成分の最大
値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを決定することと、
　前記成分の前記値が前記成分の前記最大値に基づいて符号化されることに基づいて、
　前記成分の前記最大値を決定することと、
　前記成分の前記値が、前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使
用して符号化されると決定することと、
　前記固定長コードを使用して前記成分の前記値を復号することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ブロックベクトルの前記成分に対応する前記複数のシンタックス要素を受信するこ
とが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する前記シンタックス要素の第１のセットを受
信することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する前記シンタックス要素の第２のセットを受
信することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
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トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素と
を復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のシンタックス要素が、前記水平成分の第２のシンタックス要素と前記垂直成
分の第２のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第２のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第２のシンタックス要素とを
復号することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法がワイヤレス通信デバイスによって実行可能である、ここにおいて、前記デバ
イスが、
　前記ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された前記ビデオデータを処理するための命令を実行するように構
成されるプロセッサと、
　前記符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機と
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリー
ムが、前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　ビデオデータを符号化するための方法であって、
　ビデオデータの現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデータの複数の前に符号
化されたブロックからビデオデータの前記現在のブロックのための予測子ブロックを選択
することと、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと、ビデオデータの前記現在のブロックと前記予測子ブロックとの間の変位を
表すブロックベクトルの成分の値を表すシンタックス要素のセットとを符号化することで
あって、少なくとも、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示すシンタック
ス要素の前記セットの第１のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを示すシンタックス要素の前記セットの第２のシンタックス
要素を符号化することと、ここにおいて、前記次数が２、３、４、または５である、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに基
づいて、指数ゴロムコードの前記セットを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の
前記絶対値からコードの前記セットの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこと
に基づいて、指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コー
ドを使用して、前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示す
ために前記第３のシンタックス要素を符号化することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに基づいて、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示すシン
タックス要素の前記セットの第４のシンタックス要素を符号化することと
　によって符号化することと
　を備える方法。
【請求項１４】
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　前記次数が４である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記しきい値の値が、式
　　ｔｈ＝１＜＜次数
　に従って決定され、ここで、ｔｈが前記しきい値の前記値であり、次数が前記次数であ
り、＜＜が左シフト演算である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１７】
　前記成分の最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化すべきかどうかを決定すること
と、
　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値を符号化することを決定することに
応答して、
　　前記成分の前記最大値に基づいて前記成分の前記値が符号化されるかどうかを示すシ
ンタックス要素の前記セットの第５のシンタックス要素を生成することと、
　　前記成分の前記最大値を決定することと、
　　前記成分の前記最大値に基づいた長さを有する固定長コードを使用して前記成分の前
記値を符号化することと
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のシンタックス要素を符号化することが、
　前記ブロックベクトルの水平成分に対応する第１の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記水平成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の水平変位を表す、
　前記ブロックベクトルの垂直成分に対応する第２の複数の前記シンタックス要素を符号
化することと、ここにおいて、前記垂直成分が、ビデオデータの前記予測子ブロックとビ
デオデータの前記現在のブロックとの間の垂直変位を表す、
　を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について別個のコンテキス
トをもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記
水平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素と
を符号化することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のシンタックス要素が、前記水平成分の第１のシンタックス要素と前記垂直成
分の第１のシンタックス要素とを含み、前記方法が、前記成分について同じコンテキスト
をもつコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）を使用して、前記水
平成分の前記第１のシンタックス要素と前記垂直成分の前記第１のシンタックス要素とを
符号化することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの現在のブロックに関連するデータを記憶するように構成されるメモリと
、
　１つまたは複数のプロセッサであって、
　　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのための
ブロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビ
デオデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオ
データの予測子ブロックとの間の変位を表す、
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　　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシ
ンタックス要素を決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づ
くしきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、ここに
おいて、前記次数が２、３、４、または５である、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに
応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から指数ゴロムコードの前記セッ
トの前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第
３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化
または復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこ
とに応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示すために
前記第３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを
使用して、前記第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、
前記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４の
シンタックス要素を決定することと
　　を行うように少なくとも前記プロセッサが構成されることによって前記ブロックベク
トルの前記成分の前記値を決定することと、
　　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの
前記現在のブロックを再構成することと
　を行うように構成される１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるデバイス。
【請求項２２】
　前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つまたは複数のプ
ロセッサが、
　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、残
差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第３
のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを符号化すること
　を行うように構成される、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ビデオデータの前記現在のブロックをレンダリングするように構成されるディスプレイ
、
　ここにおいて、前記ブロックベクトルの前記成分の前記値を決定するために、前記１つ
または複数のプロセッサが、
　　符号化ビデオビットストリーム中で、ビデオデータの前記現在のブロックについて、
残差ブロックと前記第１のシンタックス要素と、前記第２のシンタックス要素と、前記第
３のシンタックス要素と、前記第４のシンタックス要素とを受信すること
　を行うように構成される、
　をさらに備える、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２４】
　実行されたとき、ビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをデバイ
スの１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であ
って、前記命令は少なくとも、
　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブ
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ロックベクトルを決定することと、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が、ビデ
オデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビデオデ
ータの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定することと、ここにおいて、前記ブロック
ベクトルの前記成分の前記値を決定することを前記１つまたは複数のプロセッサにさせる
前記命令が、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシン
タックス要素を決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定することと、ここにお
いて、前記次数が２、３、４、または５である、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに応
答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から指数ゴロムコードの前記セット
の前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３
のシンタックス要素を決定することと、
　　　指数ゴロムコードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化ま
たは復号することを決定することと、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこ
とに応答して、
　　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示すために
前記第３のシンタックス要素を決定することと、
　　　　指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを
使用して、前記第３のシンタックス要素を符号化または復号することを決定することと、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記値が正であるのか、または負であるのかを示す第４
のシンタックス要素を決定することと
　を前記デバイスの前記１つまたは複数のプロセッサにさせる命令を備える、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成することと
　によってビデオデータの現在のブロックを符号化または復号することをさせる、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項２５】
　前記デバイスは、ワイヤレス通信デバイスであり、前記デバイスは、
　前記符号化ビデオビットストリームを受信するように構成される受信機
　をさらに備える、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記ワイヤレス通信デバイスは、セルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリ
ームは前記受信機によって受信され、セルラー通信規格に従って復調される、請求項２２
に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記方法は、ワイヤレス通信デバイスによって実行可能であり、前記デバイスが、
　前記ビデオデータを記憶するように構成されるメモリと、
　前記メモリ中に記憶された前記ビデオデータを処理するための命令を実行するように構
成されるプロセッサと、
　前記符号化ビデオビットストリームを送信するように構成される送信機と
　を備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ワイヤレス通信デバイスがセルラー電話であり、前記符号化ビデオビットストリー
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ムが、前記送信機によって送信され、セルラー通信規格に従って復調される、請求項２７
に記載の方法。
【請求項２９】
　ビデオデータを符号化または復号するためのデバイスであって、
　イントラブロックコピーイングの一部としてビデオデータの現在のブロックのためのブ
ロックベクトルを決定するための手段と、ここにおいて、前記ブロックベクトルの成分が
、ビデオデータの前記現在のブロックと、前記現在のブロックが常駐するピクチャ中のビ
デオデータの予測子ブロックとの間の変位を表す、
　前記ブロックベクトルの前記成分の値を決定するための手段と、ここにおいて、前記ブ
ロックベクトルの前記成分の前記値を決定するための手段は、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の絶対値が０よりも大きいか否かを示す第１のシン
タックス要素を決定するための手段と、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が指数ゴロムコードのセットの次数に基づく
しきい値よりも大きいか否かを示す第２のシンタックス要素を決定するための手段と、こ
こにおいて、前記次数が２、３、４、または５である、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きいことに応
答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から指数ゴロムコードの前記セット
の前記次数に基づくオフセットを減じたものを示すシンタックス要素の前記セットの第３
のシンタックス要素と、
　　　指数ゴロムコードの前記セットを使用して前記第３のシンタックス要素を符号化ま
たは復号することと、
　　を決定するための手段と、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が前記しきい値よりも大きくないこと
に応答して、
　　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値から１を減じたものを示すための前
記第３のシンタックス要素と、
　　　指数ゴロムコードの前記セットの前記次数に等しい長さを有する固定長コードを使
用して、前記第３のシンタックス要素を符号化または復号することと、
　　を決定するための手段と、
　　前記ブロックベクトルの前記成分の前記絶対値が０よりも大きいことに応答して、前
記ブロックベクトルの前記成分の値が正であるのか、または負であるのかを示す第４のシ
ンタックス要素を決定するための手段と、
　を備える、
　ビデオデータの前記予測子ブロックと前記残差ブロックとに基づいてビデオデータの前
記現在のブロックを再構成するための手段と
　を備えるデバイス。
【請求項３０】
　前記オフセットの値が前記しきい値から１を減じたものである、請求項２９に記載のデ
バイス。



(68) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

30

40

【国際調査報告】



(69) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

30

40



(70) JP 2017-523685 A 2017.8.17

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ラパカ、クリシュナカンス
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  カークゼウィックズ、マルタ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  パン、チャオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ソル・ロジャルス、ジョエル
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
Ｆターム(参考) 5C159 MA04  MA05  MA23  MC11  ME01  ME11  PP04  RC11  RC38  SS02 
　　　　 　　        SS08  SS10  SS13  SS26  TA62  TB07  TB08  TC02  TD05  TD06 
　　　　 　　        UA02  UA05 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

